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はじめに～弊社のあゆみ～
弊社は染織工芸に対する功績により芸

術院恩賜賞を受けました初代龍
たつむら

村平
へいぞう

蔵が、
1894（明治 27）年に創業し、1906（明
治 39）年に龍村製織所を設立しました。
その年、織

おりもの

物組
そ し き

織の発明により、専売特
許 6 件、実用新案 30 件を取得いたしまし
た。その後、正

しょうそういん

倉院御
ぎょぶつ

物を初めとした古代
の裂

き れ じ

地の調査・研究・復元に着手し、日々
研
けんさん

鑽に努めてまいりました。そのような中
1941（昭和 16）年には龍村美術織物研究
所が政府より特別許可を受け、全国初の官
公庁に準ずる織物技術保存機関となりまし
た。その後、1954（昭和 29）年には、ク
リスチャン・ディオールに名

めいぶつぎれ

物裂などによ
るドレス地を製作・提供し、秋冬コレクシ
ョン用として発表されました。このように
古代裂の調査・研究・復元を通じて、その
事業分野は多岐に亘ります。

その間に、1951（昭和 26）年に室内イ
ンテリア用裂地を生産する工場を網

あ み の

野（京
都府京丹後市）に作り、また、1973（昭
和 48）年には緞

どんちょう

帳を生産するための工場
を滋賀県守

もりやま

山市に作りました。その後、
1987（昭和 62）年には車輌シート地部門

に本格参入し、岐阜県関市に工場を作るな
ど、織の総合メーカーとして歩んでまいり
ました。

現在、4代龍村平蔵は、それらを受け継ぎ、
世界に現存する優れた遺品の研究・復元及
びそれを基礎として新しい感覚を盛り込ん
だ創作の織物を生み出し、今日、世界的に
認められる美術織物を製造販売しておりま
す。

創業の精神
初代平蔵が周囲の人々の反対を押し切

って織物の世界に飛び込んだのは、わずか
17 歳の時でした。その後の 10 年あまりの
間に、織物に関する専売特許 6 件、実用新
案 30 件、発明改良数 10 件を取得しまし

株式会社龍村美術織物

烏丸工場長　楳垣　展康

純国産絹糸を使った帯の生産にあたり

烏
からすま

丸工場の外観
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た。これらの新考案の織物を製品にすべく、
京都西陣に龍村製織所を設立しましたが、
苦心して考案した新規の織物もたちまち同
業者間に模倣追随するものが現れ、不正競
争が行われるに至り、苦境に立たされまし
た。こうした深刻な経験を得た結果、誰に
もまねの出来ない織物を作ることを決心し
ました。初代平蔵は、織物は経

たていと

糸と緯
よこいと

糸の
組み合わせで出来ていることから、織物は
数学であると考えました。織物の組織は割
り切れる偶数的なものであり、これに奇数
的要素を加えれば、誰もまねのできない織
物が出来ると考え、その奇数こそ美の世界
であると思い至りました。その美の世界を
探求するため、ひたすら美術織物の研究と
創作に打ち込みました。初代平蔵はその中
から、創造と復元という方向性を進路とし
ました。そのようなことから弊社の社是は

「温
お ん こ ち し ん

故知新」であります。
二代、三代とその思いは受け継がれ、現

四代平蔵は、色々な古代の裂地を復元研究
しながら、織物を平面の造形と見るのでは
なく、経糸と緯糸で構築される三次元の立
体という視点で捉

とら

えていくことを考えてい
ます。初代平蔵の個展ともいうべき「織物
美術展覧会」に訪れた芥川龍之介は、種々
雑多な芸術品の特色を自由自在に捉えてい
る点に感服し、「それらの芸術品の特色を
巧みに捉え得たが為に、織物本来の特色が
より豊富な調和を得た、殆ど甚深微妙とも
形容しがたい、恐るべき芸術的完成があっ
た」と最大限の賛辞を呈しています。芸術
的完成という絶賛を得て、初代が提唱した

織物美術という概念が広く受け入れられる
ようになったといわれていますが、四代は
初代の作品に秘められた独創性を冷静に見
つめなおし、今まさに現代の和

わ よ う

様に新たな
領域を切り開こうとしています。

純国産絹糸への取り組み状況
弊社は和装関係の帯地を中心に各地のお

祭り等の山
だ し

車などを飾る懸
け そ う ひ ん

装品や劇場など
の緞帳、インテリア関係の壁装用裂地・カ
ーテンなどや各種別注裂地、また、列車や
飛行機等のシート地までの幅広い織物を生

工場内部

製織作業
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産しているメーカーです。その中でも特に
帯地や懸装品やさまざまな復元裂地、また、
和装小物やテーブルセンターに使用される
経
たてにしき

錦と呼ばれる特殊な織物などに絹糸を使
用しております。それらの織物に使用する
絹糸には、特に細心の注意を払っておりま
す。それぞれの裂地の使用用途に合わせた
風合い（地

じ ふ う

風）をいかに作るかという課題
に向けて、絶えず研究を重ねております。
帯には帯の、経錦には経錦のそれぞれに適
した風合いがあります。その地風を作り出
せる絹糸を常に探しているというのが現状
です。

例えば帯ですが、絹糸の中でも帯に向く
絹糸と着物に向く絹糸は少し違いがありま
す。帯に向く絹糸は、着物に向く絹糸に比
べて、絹糸のコシが重要になってきます。
着物はドレープ性などの機能が必要となり
ますが、帯は締めた時にきりっとしまり、
ほどけにくいという性質を要求されます。
その性質のために、絹糸のコシが必要にな
ってきます。これは、単純に引張強度や弾
性率など種々の物理的な数値ではあまり差
が出てこないのですが、確実に存在する違
いだと考えております。熟練の職人が手で
触れば確実にその差がわかるという違いで
す。具体的には、海外産の絹糸と比べ、国
産の絹糸はコシがあり、より帯に向いてい
るということになります。そのような理由
から、締め心地を追求した帯づくりには、
コシのある国産の絹糸の使用が重要になっ
てきます。

弊社の帯地は本
ほんぶくろおび

袋帯の技法を使って製織

しております。これは表地と裏地を同時に
製織するという織り方ですが、この本袋帯
については特に表地と裏地の織り上がった
ときのバランスが締め心地に影響してきま
す。表地には柄が乗り、裏地は無地という
2 つの違うと言ってもよい性質の織物を同
時に織っていくわけですから、絹糸の性質
がかなり影響してまいります。その部分を
追求していくと、コシがあり、柔軟性に富
んだ絹糸にたどり着きます。中でも、出来
るだけ遅い速度で繰糸された絹糸の方が、
コシがあり、柔軟性に富み、帯にするには
最適だと考えております。海外の最新鋭の
自動繰糸機に比べ、日本人が手を入れて比
較的遅い速度で繰糸した国産の絹糸が適し
ていると考えております。

弊社の本袋帯は締め心地の面でも、あり
がたいことにお客様の高い評価を得ていま
す。この評価を絶やさないためにも、国産
の絹糸のコシと柔軟性にこだわっていきた
いと考えています。

2 点目としましては、品質の安定性があ
ります。海外糸は繭の取れる地域や製糸工
場などによって、品質が不安定になる場合
があります。これに比べまして、国産糸は
地域も限定されており、製糸工場の技術も
海外に比べて優れており、何と言っても品
質が安定しています。

弊社の帯は、現在市場では特選品として
扱って頂いております。そんな中において、
帯の色柄などは別にして、地風に関しては、
弊社独自の地風を安定してお客様にお届け
したいと考えています。国産糸にこだわる
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過程で、国産糸の中でも野
の む ら

村町（愛媛県
西
せ い よ

予市）の絹糸がより低速で繰糸されてい
るということを知り、一部の製品で試験的
に使用を試みております。低速で繰糸され
た糸を経糸と緯糸に使うことにより、弊社
の帯がどのような風合いになっていくのか
を試験していき、どのように使用していく
ことが弊社の目指す帯の風合いに最も近く
なるのかを検討し工夫していきたいと考え
ております。

3 点目には、発色の良さが挙げられます。
弊社の帯地の特徴としまして、深みがあり、
しかも鮮やかな色彩が上げられます。この
色彩を表現するには、絹糸の白

は く ど

度が要求さ
れます。海外糸に比べて、白度の高い日本
糸の使用が必要不可欠です。白度の劣る海
外糸を使用すると、なんともいえず深みが
なく、さえない色になってしまいます。こ
のように、色みの関係からも、国産糸は欠
くことが出来ません。

弊社の本袋帯はありがたいことに多く
のファンによって支えていただいておりま
す。今回純国産絹マークを申請させていた
だきました本袋帯は弊社の中でも高額な部
類に属しており、特に風合い（締め心地）
と色彩にこだわりを持った袋帯に仕上げて
いきたいと考えております。このような袋
帯を手機でこつこつと織っていくことによ
り、ファンの皆様を裏切らない製品に仕上
げていきたいと考えております。製作する
に当たっては、上述しましたとおり国産糸
の使用は欠くことが出来ないものであり、
今後の生産を考えて行きますと、国内製糸
工場の存続は非常に重要な課題となると思
われます。今後も国内製糸を守っていくこ
とが、弊社の主要製品であります本袋帯地
を守ることに繋

つな

がると考えております。ど
うか皆様のご協力をお願いいたします。

■楳垣展康（うめがき・のぶやす）のプロフィール
株式会社龍村美術織物烏丸工場長
〒 602-0898
京都市上京区寺之内通烏丸西入上ル相国寺
門前町 650-1
Tel：075-417-4832
Fax：075-431-5120
URL：https://www.tatsumura.co.jp
Shop : http://www.tatsumura.co.jp/shop
Facebook : https://www.facebook.com/
　　　　　tatsumura.textile
純国産絹マーク表示者登録番号：210
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愛媛県西
せ い よ

予市で生産される「伊
い よ い と

予生糸」
は、嵩

かさだか

高でふんわりとした風合いを有し、
織物にすると柔らかさと暖かさがあるう
え、きものでは着崩れしにくく、帯なら締
まり具合いが良いなど、別格の品質として
評価が高いことは読者の皆様はよくご存じ
のことと思う。古くは、昭和 24（1948）
年の英国エリザベス女王戴冠式のドレスに
使われたり、伊勢神宮式

しきねんせんぐう

年遷宮の御
ご り ょ う し

料生糸
に継続して採用されたり、能装束の復元な
どに活用されたりと歴史的価値も非常に高
いものである（写真１）。　

一方で、その足元では、風前の灯火の状
態になっていた。かつて、昭和初期（1925
年）には県下に 5 万 6,000 戸を超える養蚕

農家があったのが、昭和 63（1988）年に
は約 1,000 戸となり、平成 24（2012）年
には 20 戸を下回るまで激減し、生産者の
平均年齢も 75 才を超え、急激に繭生産量
が減少してしまっていたのである。

そこで、平成 26（2014）年度春に県が
主導して、西予市や同市にある西予市野村
シルク博物館、生産者等で構成する「伊予
生糸産地再生協議会」を立ち上げ、産地の
将来像の検討をはじめるとともに、最も重
要な課題である新規養蚕生産者の掘り起こ
しと、希望者が現れた時にすぐにでも養蚕
に取り組めるよう養蚕専用器具・機材の確
保、生産拡大に必要な桑苗の増殖等を一体
的に進めることとした。

愛媛県農林水産部

農業振興局長　森　寛敬

地理的表示保護制度に「伊
い よ い と

予生糸」が登録されて

写真 1：伊予生糸と繰糸工の井関さん
写真提供：西予市

写真２：農林水産省での登録証授与式の様子
〔右２人目から、三好市長、伊藤副大臣〕　

写真提供：西予市
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協議会の場だけでなく、さまざまな場で
話を聞いてみると、前述した伊予生糸の品
質や評価、更に良い繭にするための養蚕技
術、良い生糸にするための繰糸技術につい
ては、ほんの一握りの方のみが知り得てい
るだけで、養蚕から製糸まで一貫的に伊予
生糸を語ることができる人がほとんどいな
い状態であったので、先ずは伊予生糸とは
こういうものだ、ということを少なくとも
関係者の間では共有しなければならないと
考えた。

また、地元の人たちも、シルク博物館が
あることは知っていても、そこで非常に品
質の高い生糸が生産されていることまでは
あまり知らず、産地再生のためには地元で
の機運を高める必要もあると感じられた。

そこで、国が昨年６月から施行した地理
的表示保護制度（ＧＩ制度）を活用するこ
とにした（写真３）。

ＧＩ制度は、既存の商標と異なり、「名
称だけでなく品質についても国がお墨付き
を与えて生産者を守り、効果的な情報発信
により消費者も本物を選びやすくなる」と
いうものであるが、登録申請書を作成する
中で、一つ目の目的が達成された。それは、
これまでの伊予生糸の歴史を振り返り、客
観的な事実とともに、先

せんだつ

達の知恵を掘り起
こし、地理的特徴や地域文化の成り立ち、
養蚕から繰糸までの生産工程を文字に、い
わゆる「見える化」したことで、関係者の
間でその情報が共有されたのである。

加えて、その過程では、京都から招いた
織物業者や染色史家の専門家からご助言を
いただき、伊予生糸の生き字引とも言える
シルク博物館長の発する（私にとっては）
難解な言葉を解きほぐしながら、県・市の
若手職員と一緒に申請書の作成を進めた
が、本県のシルク文化の特徴と奥深さも身
をもって知ることができた。

果たして、ＧＩ制度の施行日である平成
27（2015）年 6 月 1 日に申請書を提出し
た伊予生糸は、平成 28（2016）年 2 月 2
日にＧＩの登録を受けた。中四国では初、
食品以外の区分では全国初のＧＩ登録産品
ということもあって、県内では多くのマス
メディアに取り上げられたことで県民に広
く知れ渡ることとなり、二つ目の目的の地
元での機運を高めることもできたと感じて
いる。

だが、直近の養蚕農家戸数は 11 戸、繭
生産量は 3.5 ｔにまで落ち込んでおり、伊
予生糸の産地再生の道はまだまだ非常に険写真３：ＧＩマーク　写真提供：農林水産省
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しいものである。
そんな中で嬉

うれ

しいニュースもあり、この
春、愛媛県では約 30 年ぶりとなる新規養
蚕者が誕生する予定である。この時のため
に、伊予生糸に魅せられた有志 30 人が 1
年間かけて養生した桑「しんいちのせ」の
苗木 4,000 本を、この生産者が利用する農
地に定植することとしている。繭生産を増
やしていくためにはまだまだ担い手の確保
に努めていかねばならないが、そのための
行政の支援体制は整いつつある。

ＧＩ登録に当たってご協力いただいた関
係者に感謝するとともに、県内外から、愛
媛の養蚕・伊予生糸を継承する者がどんど
ん現れ、伊予生糸の産地にかつての賑わい
が戻ることを願ってやまない。

（参考）
※地理的表示保護制度とは
１）特定農林水産物等の名称の保護に関す

る法律（H27.6.1 施行）に基づく登録制
度。品質等が地域特性と結びつく伝統性
を備えた産品（概

おおむ

ね 25 年以上）について、
国が品質の「お墨付き」を与え、不正な
表示使用を取り締まる。　

２）国際的に広く認知 (100 カ国以上で保

護 ) されており、登録標章（ＧＩマーク）
の添付により他の産品と差別化が図ら
れ、国際競争力が向上する。

３）登録申請から 3 ヵ月の公示期間を経て、
内容の審議後に登録（登録時に登録免許
税 9 万円が必要）

４）｢ 但 馬 牛 ｣、「 夕 張 メ ロ ン ｣、「 八
や め

女
伝 統 本 玉 露 」 等 の 食 品 ７ 品 目 が 登 録

（H27.12.22）され、食品外では ｢ 伊予
生糸 ｣、「くまもと県産い草」、「くまもと
県産い草畳表」の３品目が H28.2.2 付け
で登録となった。

■森寛敬（もり・ひろたか）のプロフィール
愛媛県農林水産部農業振興局長
〒 790-8570
愛媛県松山市一番町 4 丁目 4-2
TEL：089-92-2044
FAX：089-941-2111

■西
せ い よ し

予市野
の む ら

村シルク博
はくぶつかん

物館の紹介
〒 797-1212
愛媛県西予市野村町 8-177-1
TEL/FAX：0894-72-3710
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蚕糸絹トピックス

　

純国産宝絹展の概要
本協議会は、平成 27 年 11 月 20 日（金）

～ 21 日（土）東京都世田谷区の「iTSCOM 
STUDIO & HALL 二子玉川ライズ」におい
て「純国産宝絹展」を開催しました。今回は、
初めて百貨店以外での展開でしたが非常に
好評でした（写真 1）。来場者は幅広い年
代層で 1,300 名以上が来場されました。会
場の広さは、330 ㎡（100 坪）程の過去最
大規模でした。純国産絹の PR コーナーは、
各提携グループの皆様からの純国産絹使用
の秀作コーナーを展開しました。また、女
子美術大学（東京都杉並区）から全面協力
をいただいて試作品を展示しました。同大
学の院生・学生の方々により、純国産の絹
を素材とし、若い感性と技術を生かした作
品を製作されました。

展示会の展開内容
1）純国産絹 PR 展示コーナー

・生きた蚕と多様な繭展示
　「蚕の一生」のほか関連パネル展示
・映像上映：奇跡の糸が出来るまで
・シルクカルチャー講演会
　　講師：井上元蚕業技術研究所前所長
　　　　　「日本の養蚕の歴史と文化」
　　講師：新保博蚕業技術研究所所長
　　　　　「蚕のお話」
　　講師　清水重人蚕糸科学研究所所長
　　　　　「絹と人の関わり」
・実演
　　真綿つむぎ：安部衣純
　　結城紬地機：北嶋美子
　　紅花染め　：新田克比古
　　座繰り　　：蚕糸科学研究所
・参加型ワークショップ
　　繭クラフト：河合貞子、山本節子
　　　　　　　　（シルク博物館）
　　ミニ手機織：片岡志保里
　　　　　　　　（西陣織会館）
　　シルクハンカチ染め：新田克比古
　　組紐ブレスレット：福田隆・福田隆太
　　一粒繰り（繰糸）：蚕糸科学研究所

蚕糸・絹業提携グループ全国連絡協議会事務局

大石　明

二子玉川ライズ「純国産宝絹（takaraginu）展」

写真 1：iTSCOM STUDIO & HALL 二子玉川ライズの会場外観
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2）女子美術大学作品展
「次世代への純国産絹の継承」をテーマ

に 11 作品が製作され、来場者による投票
で次の方が受賞されました。

最優秀賞：刺繍訪問着、石瀬華子
宝絹賞：刺繍バック「ロマンチック・す

ずらんカントリー・モザイク個性的・
Ice prism」、藤田千鶴

3）蚕糸・絹業提携グループの出品コーナー
次の 18 グループに出品（平成 26 及び

27 年度の試作品を含む。）いただきました
（写真 4）。

株式会社マルシバ、富岡シルクブランド

協議会・富岡市、西陣織工業組合、大門屋、
西尾呉服店、龍工房、りょうぜん天蚕の会、
丸三ハシモト株式会社、株式会社小倉商店、
株式会社丸万中尾、株式会社伊と幸、株式
会社西陣まいづる、株式会社甲斐絹座、近
江真綿振興会グループ協議会、織匠万勝、
奄美島絹推進協議会、有限会社シンセイ

4）パブリックリリース媒体
（１）ポスター、B2 サイズ、400 枚（写真 5）

写真 2：女子美術大学展示風景
写真 4：提携グループ作品展示風景

写真 5：ポスター

写真 3：来場者の注目を集めた女子美大コーナー
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（2）パンフレット、A5 サイズ、8 ページ
　3,000 部

（3）協議会ホームページ
　　平成 27 年９月開設。
　　現在結果報告掲載中

（4）毎日新聞に告知広告の掲載
　　・掲載記事（写真６）

（5）iTSCOM STUDIO & HALL 二子玉川ライズ
　・会場壁面ビジョンに宝絹展映像上映
　　
今回は、百貨店以外での初めての会場、

女子美術大学とのコラボレーション試作品
展示と新しい取り組みを行いました。結果
として多くの幅広い年代の方にＰＲできま
した。来場アンケートでも生きた蚕、展示
品、実演とワークショップなどが好評であ
り、成功裏に終えることができました。た
くさんの方にご協力いただき有難うござい
ました。

写真 6：毎日新聞ニュースサイトに掲載
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海外情報

平成 27 年 11 月 20 日（金）大日本蚕糸会会議室で中央蚕糸協会主催の「内外シルク研究
会」があり、中国シルク協会顧問、元蘇州大学副学長の白

はくりん

倫氏が ｢ 中国蚕糸業の現状と日本
蚕糸業との提携 ｣ という演題で講演された。以下、その概要を報告する。

白倫氏は信州大学で長く研究活動をされ、その後中国で研究・教育活動に当たられるとと
もに、日本と中国の蚕糸業の橋渡しの役割を果たされてきた方であり、蚕糸業に関する日中
協力のキーパーソンともいうべき方である。

今回、信州大学繊維学部の同窓会「千
ち く ま か い

曲会」の 100 周年記念式典に出席のために来日され、
それを機会に本研究会で講演いただくことになったものである。
（本報告については白倫氏の校閲を受けてはいるが、使用日本語については若干の変更を

加えており、文責は中央蚕糸協会田中誠にある。）

中国蚕糸業の現状と日本蚕糸業との提携
【元中国蘇州大学副学長　白倫先生講演録】

【はじめに】
白倫と申します。長い間、日本蚕糸業の

皆さんに大変お世話になりました。中国の
蚕糸業は日本からいろいろ勉強させていた
だきました。私だけでなく中国蚕糸業の皆
さんも日本蚕糸業の皆さんと長らく親しく
交流してきましたことに感謝しています。
これからもぜひ皆さんと研究交流、相互協
力をしていきたいと思っております。

本日、皆さんと直接お話しをする機会を
作っていただいたことに本当に感謝してお
ります。十分な話をする自信はありません

白倫先生
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が、私が製糸学の出身なので自分の専門を
めぐっての中国の蚕糸業の現状と日本蚕糸
業との提携についてお話しさせていただき
たいと思います。

【中国蚕糸業の現状】
中国が市場経済を導入してから蚕糸業の

分野の管理は中国シルク協会が当たってお
りまして、このシルク協会がそれまであっ
た輸出入関係の情報報告会を受け継いで、
毎年情勢分析研究会を行います。そこでこ
の１年間の蚕糸・絹業の情勢やこれからの
対策について報告し、参加者がディスカッ
ションするのです。今年（2015 年）は 5
月にこの会で楊

ようえいげん

永元会長が基調報告を行い
ました。まずその楊永元会長の基調報告を
基礎に蚕糸業の状況を紹介させていただき
ます。

この５年間、中国の蚕糸・絹業は、国全
体の経済が発展していく状況の中で、リス
クが大きく生産が減少する傾向が強かった
というのが実情です。一方で、国の管理部
門では蚕糸業の維持・発展のために一生懸
命に産業構造の改善や調整、国内市場の拡
大等に努めており、その結果、ある程度の
安定が図られていると考えられます。

繭 生 産 は、2010 年 か ら 2014 年 の 間、
一時増加しましたが、その後少しずつ減少
してきました。この３年間は 64 万トンの
生産は維持しています。しかし、その中
身は変わっています。主な繭生産地である
江
こ う そ

蘇省は 31.7％、浙
せっこう

江省は 20.1％減少し
ています。それに対して広

こうせい

西チワン族自治

区（以下「広西自治区」と略称する。）は
30.4％、雲

うんなん

南省は 42.1％増加し、特に雲
南省のこの２～３年間の発展は著しいもの
があります。四

し せ ん

川省は７％とわずかの増加
となりました。

繭価格を見ますと、2014 年の繭価格は
キロ当たり 36 元（日本円で 600 円ぐら
い）で、2010 年に対しては 66.8％ですが、
2000 年に対しては 115.5％上昇しました。
繭価格は 14 年間で倍以上に上昇しました。

生糸生産量は、2014 年 14.6 万トンで、
2010 年の 16.2 万トンに比べて 9.8％減少
しました。

絹織物生産量は、2014 年 7.2 億メート
ルで、2010 年に比べて 7.5％減少してい
ます。

中国で一番変化が大きいのは真綿の布団
で、大きく生産が増加しました。2010 年
に対して 25％増加し、2014 年は 2,474
万点となり、今なお増加しています。国内
生糸消費の中で大きなウエイトを占めるよ
うになっています。

2010 年から 2014 年の乾繭と生糸の価
格の変化を見てみます。乾繭は 2011 年 4
月にトン当たり 13 万元（日本円で１㎏約
2,500 円）と最高価格に達しましたが、そ
の後一貫して低下しています。生糸価格は
同じく 2011 年 4 月にトン当たり 40 万元

（日本円で１㎏約 7,500 円）となっており、
そのあとは変動しながら下がっています。
2010 年末に対する 2014 年 12 月の乾繭
価格と生糸価格は、それぞれ 19.5％低下、
8.4％低下でしたが、その後低いレベルな
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がら安定しています。
以上に関連しまして関連産業の売り上

げと利潤を見てみますと、2014 年のシル
クの大規模企業の売り上げは 1,281 億元
で、2013 年と比べて 6.8％増加していま
す。しかし、増加率は毎年低下する傾向と
なっています。2014 年の一定規模以上の
企業の利潤は 69.6 億元で 2013 年に比べ
て 4.7％増加しており、これも増加率が毎
年低下する傾向です。シルク産業の発展の
速度は毎年下がっていく傾向です。

中国経済の発展によって価格が上昇し
輸出は 4 年連続で減少しています。2014
年蚕糸・絹関係の輸出は 31.4 億ドルで、
2010 年に対して 8.3％減りました。その
中で生糸は 2010 年に対して 5.3％減りま
した。絹織物の輸出は、2010 年に対し
て 9.6％減りました。衣料等の二次製品は
16.2 億ドルで 2010 年に対してわずかです
が減少しています。輸出量の変動が大きい
のは二次製品であり、生糸と絹織物は少し
ずつ減少しています。

2010 年から 2014 年の輸出量の推移を
見ますと、輸出総量は全面的に減少して
います。これを輸出先別に見ますと、ア
メリカは 22.1％減少しました。インドは
40.1％と大幅な減少で、イタリアは 15.6％
減、日本は 12.3％減、香港 8.6％減で、そ
れぞれ減少していますが、日本は割合に安
定している状況が見られます。

この 5 年間の蚕糸業の動向を簡単にまと
めると、内外の変化する環境の中で、成長
速度の鈍化や輸出総量の減少は見られるの

ですが、基本的な状態はあまり変化はない
と考えられ、蚕糸・絹業の基礎は安定的と
考えられます。だいたい繭生産量は 64 ～
65 万トン、生糸は 14 万トン、絹織物は 7
億メートル前後で、売り上げと利潤は少し
ずつ増加しており、産業の規模は一挙に縮
小するのではなく、基本は安定していると
考えられます。一部の企業の閉鎖、合併が
見られますが、企業の経営状態は安定して
います。広西自治区、雲南省などでは大幅
に発展しています。江蘇省、浙江省では衰
退が見られますが、その分は広西自治区、
雲南省によって補われています。

海外市場の需要不足による影響はありま
すが、国内市場は毎年安定的に拡大してい
ます。これまで中国の生糸やシルク製品の
輸出は全生産量の 70％以上となっていま
したが、現在 50％に下がって国内販売量
と半々になっています。国内の需要増加が
ある程度輸出の減少を埋め合わせているの
です。

国の援助、支援が蚕糸・絹業の生産環境
をある程度安定化させています。中国では
商業部、発展改革委員会から毎年蚕糸業に
対する資金が提供されています。

2015 年に入ってからの輸出関係のデー
タを見てみますと、8 月までの輸出は生糸
類は去年と比べて 3.6％減少しています。
絹織物は 20.3％減少しています。衣料は
3.8％減少し、他の二次製品も 7.1％減少し
ました。これは海外市場の需要不振による
ものです。
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【中国蚕糸業が直面している問題】
次に蚕糸・絹業が直面している情勢につ

いて説明させていただきます。
世界経済の回復には時間がかかるよう

です。中国にとって大事な海外貿易窓口で
ある今年（2015 年）5 月の広州輸出輸入
商品貿易会では紡織衣料製品の売上げは依
然として低かったそうです。紡織衣料製品
のコストが上がったことによって需要が減
少し、また関係企業が東南アジアに移転す
る傾向が明らかに見られています。東南ア
ジアの紡織労働者の賃金水準は中国より低
く、月 200 ～ 300 ドルぐらいで、中国で
はそれに対して月 500 ～ 600 ドルになっ
ています。今年は特にロシアのお客が減っ
ています。東南アジアのお客はかなり維持
されているのですが、WTO（世界貿易機関）
の予測によりますと 2015 年の世界貿易の
増加率は約 4％ということで、2008 年金
融危機前の 6％に比べてかなり下回ってい
ます。これは世界貿易の低迷状況が継続し、
世界的に需要不足の傾向にあることを示し
ています。世界経済の動向は中国経済に対
して大きな影響があります。現在中国の輸
出に直接関係する就業人口は約 3,000 万人
だそうですが、間接的なものまで含めると
約 1 億人の就業者が関係しています。輸出
が大幅に落ちますと輸出関連産業に大きく
影響し、失業問題が起きるおそれがありま
す。世界経済の低迷が継続することは直接
紡織、蚕糸絹製品の消費と販売に大きく影
響するのです。

先ほども少し見たのですが 2010 年から

2014 年の間で、アメリカは連続 3 年間輸
出が減少し、インドは 4 年連続の減少とい
う非常に厳しい状況となっています。

省 ご と の 2010 年 の 輸 出 量 に 対 す る
2014 年 の 輸 出 量 の 減 少 率 は、 浙 江 省
は 9.3 ％、 江 蘇 省 は 17.3 ％、 広

かんとん

東 省 は
12.7％、上海は 25.8％、四川省は 23.8％
とほぼ全面的に減少しています。（山

さんとう

東省
だけは 6％の増加を見せています。）

このような状況では国際市場の需要増に
よって蚕糸業の発展が導かれることは期待
できないと思っており、そのために国内需
要の増加に努力する必要があると思ってお
ります。

国内経済につきましては、今年（2015 年）
前半の GDP（国内総生産）は 29.69 兆元で
成長率約 7％を維持しています。中国の改
革開放以来 30 年、GDP は年平均で 9.8％
の成長となっています。これは本当に奇跡
と言ってもよいかと思いますが、中国経済
の成長には問題点があります。過度の工業
化、過度の外国投資依存、過度の輸出依存、
過度のコスト増、過度の GDP 追求、これ
らの問題を抱えた経済発展だということで
す。いろいろな問題があっても経済が発展
することが大事ですが、一方で資源の急激
な減少、低効率でのエネルギー使用、環境
水準の悪化といった大きな代償が払われて
きました。これらのボトルネック（隘

あ い ろ

路）
となる制約は絶えず現れており、このまま
のかたちで経済成長を続けていくとそれら
の悪化が社会生活の中でますます感じられ
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るようになると考えられます。
経済の高度成長の推進によって発生した

資源問題、エネルギー問題、環境問題等は
ありますが、現時点では経済成長が維持さ
れないと失業率が上昇し、社会安定問題が
懸念されることになります。専門家の計算
によりますと、GDP の 1％の増加は 130
万人から 150 万人の雇用につながるそう
です。毎年新しく 1,000 万人分の雇用を生
み出し、失業率（農業人口は除く）を 4％
前後に保つためには 7.2％の GDP 成長が必
要だそうです。そのため、いろいろ問題が
あることは承知の上で、社会安定のために
はある程度やるべきことはやらねばならな
いという判断で、GNP の成長を今は大事に
しているのです。今年（2015 年）の成長
率は 3 月の人民代表大会で決定されたので
すが、7.5％です。その目標決定の主な背
景は雇用の安定の問題であると思います。
大学卒業生は約 700 万人で史上最高にな
るため、厳しく複雑な経済環境の中で大学
生の就職問題を解決しないと、社会の安定
に大きく影響するため、GDP の成長を維持
することが重要視されたのです。

今、中国は産業構造の調整、環境問題、
科学技術振興などの課題を解決するために
巨額の資金を必要としています。これらの
問題を解決していくためには経済力が前提
となるので、世界経済が低調の時期であっ
ても割合に高い経済発展の目標を定めるわ
けです。GDP だけを重視しており、いろい
ろな問題が解決していないと批判がありま
す。しかし、最も大事なのはまずは社会の

安定なのです。

経済発展の目標が高く定められますと蚕
糸・絹業は発展の良い機会が得られます。
雇用問題が解決されますと賃金も上昇し、
国民の購買力も向上し、シルク製品に対す
る消費需要も自然に増加してきます。

この 20 年間の中国の発展の道を振り返
ってみると、経済発展のすさまじい力を
感じます。80 年代、90 年代と生糸価格は
トン当たり 24 万元を超えられないとされ
ていました。今、40 万元余となりました。
中国が経済発展してきたことの影響です。

消費はおだやかに増加しているのです
が、その中で市場の構造が変化していま
す。従来型の小売市場の売上げが今年前半
4.6％ 増加であるのに対し、ネットワーク
市場での販売は約 40％増加しました。小
売市場の売上げの 10％を超え、急激に増
加すると見込まれます。私が日本にいた時、
宅配便をいつも使わせていただきました。
非常に便利で何かあればそこに頼めば済み
ました。中国でも宅配便のようなネットワ
ーク上での販売事業は生活の中の至るとこ
ろで見られる風景となりました。

国民消費を刺激する政策と措置が発表さ
れています。特に情報消費や電子商取引が
促進されてきました。2014 年から第 4 代
の移動通信技術の経営市場導入が許可され
ました。ネットワークを利用する小売市場
はこれからもっと急速に拡大していくと
思います。1 日当たり国内のネットワーク
販売件数が 3,000 万件以上となりました。
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2015 年の北京だけのネットワーク市場の
売上げは 1 兆元に達すること、また中国全
体のネットワーク市場の売上げは 12 兆元
と予測されました。このような電子商取引
の発展は良いのか悪いのか議論されていま
すが、従来型の中小商店が倒産しつつある
のが事実です。

このような新しい市場構造の変化は蚕
糸・絹業にとって有利ですが、蚕糸・絹業
自体も市場構造の変化に応じるような改革
が必ず必要だと思います。

一方、中国の養蚕の状況を見てみますと、
非常に脆

ぜいじゃく

弱な基礎の上にあることがわかり
ます。シルク産業の新しい技術は少ないし、
技術導入も遅れ、蚕糸に関する教育と研究
の人材が乏しいのが現状です。1950 年代
日本で自動繰糸機が開発された時は中国も
素早く導入しまして、1955 年には無

むしゃく

錫で、
また私のいた大学で日本の自動繰糸機を導
入することになりました。その時は本当に
早かったのですが、今は新しい技術の導入
は非常に遅くなっています。蚕糸教育と研
究の人材が乏しいことはとても大きな問題
です。

養蚕の基礎が依然として弱いため、蚕
糸業は経済発展が継続している沿岸地域か
ら奥地へと移転しています。その例の一つ
として蚕糸・絹業の一番発達している浙江
省を見てみますと、1992 年の繭生産量は
14.2 万トンでしたが、2014 年になります
と 5 万トンしかありません。2008 年以降
連続して浙江省の繭生産量は減少していま

す。これに対し広西自治区の蚕糸業は発展
してきまして、浙江省の製糸工場は広西自
治区、雲南省へ移転しています。浙江省の
工場は広西自治区、雲南省に技術指導した
り、直接投資による工場を作ったり、分工
場を作ったりしています。

また農家の養蚕生産を見てみますと、
1970 年代の繭を収穫する様子とあまり変
わりがありません。収穫した繭を町へ輸送
するのも、船を使うのと車を使う違いなど
はありますが、似ているシステムで動いて
います。繭の販売の風景を現場で見てみま
すと何十年もあまり変わらないのではない
かと思います。

今の電子技術、材料科学技術、システム
技術などに応じる新しい蚕糸技術の開発と
導入が急務ですが、その進展が遅れていま
す。現在国産の自動繰糸機等は新技術の導
入と開発によって大変良い性能を持つよう
になり、蚕糸業の新しい時代への息吹が感
じられますが、全体からみれば、蚕糸・絹
業は現代産業群の中で非常に競争力の弱い
産業です。かつては蘇

そしゅう

州市の製糸工場、無
錫の製糸工場などは非常に人気がある職場
だったのですが、今では若い労働者の募集
は非常にむずかしくなっています。したが
って町では募集できなくて地方に行くとい
うような状況になっております。

蚕糸・絹業の発展を図る上での大きな問
題は蚕糸教育、研究、技術の人材が乏しい
ことです。中国シルク関係の大学として蘇
州絲

しちゅう

綢工学院、浙江絲綢工学院がありまし
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た。蘇州絲綢工学院は蘇州大学と合併し、
浙江絲綢工学院は浙江理工大学に変更とな
りました。現在の大学、研究所でシルクの
名前の付くものは消えてしまいました。養
蚕関係の大学教育は西南農業大学、浙江農
業大学、蘇州大学、華南農業大学などがあ
りましたが、西南農業大学は西南大学とな
り、浙江農業大学は浙江大学に、蘇州蚕桑
専門学校は蘇州大学に合併されました。蚕
糸関係の先生はいずれの大学でも蚕糸・絹
の研究・教育に頑張っていますが、応募す
る学生が少なくて困っていました。蘇州大
学にはかつて蚕糸学専門がありましたが、
13 年前志望学生が少ないため中止されま
した。他の大学では募集はしていますが、
第一志望者の応募は少なくなっています。
特にこれらの大学の中の製糸や絹織物、染
織などの伝統的な工程における先生の後継
ぎができないことは、今はっきりしていま
す。シルク関係の研究経費を申請すること
がかなり困難で、蚕糸・絹関係問題を研究
する研究者は少なくなる傾向になっており
ます。大学を卒業して蚕糸・絹関係の企業
や研究所に行く人は少なくなっており、特
に専門を勉強し訓練された大学生が蚕糸・
絹の現場で仕事をすることが少なくなって
おります。

蚕糸・絹業の発展の制約として労働人口
の減少、経済発展に伴うコストの高騰、資
源獲得競争、環境問題からの制限などがあ
り、非常に大きな影響を与えています。蚕
糸・絹業は非近代的形態を残存させており、

新しい環境の中でその発展は厳しい状況に
置かれています。市場経済が導入されて以
降、養蚕農家の生活は繭価格とともに不安
定であり、利益はほかの農産品と比べて低
く、競争力は弱いです。何年間かに一度、
桑を一斉に切って養蚕をやめるということ
が発生します。90 年代以降、農村人口が
大規模に都会に移動したことも蚕糸業に大
きな影響を与えました。地方で女性と老人
しかいないというようなことが今、中国で
発生しています。2014 年の流動人口は 2
億 5 千万人で、毎年正月などお祭りの時だ
け都会から田舎に帰るので、ふだんは田舎
では老人か女性だけしか養蚕をしていない
というのが実情です。

まとめますと、中国蚕糸業の現状は、厳
しい国際経済環境の中、国内における他産
業との競争も激しく、ことに蚕糸・絹業自
体は非近代的形態からの進歩が遅れて、国
内経済発展の中で、弱小産業の形態が続い
ているということになります。経済発展に
引っぱられて成長していくことが期待され
ているのですが、自身の体質の根本的改善
が必要だと思っています。

【日本蚕糸業と提携の可能性】
日本と中国のこれからの交流を考えてみ

ますと広く展望が開けていると思います。
中国のテレビ局の報告によりますと、現

在の世界の一人当たりシルク消費量の平均
は 55 グラムで、これは世界人口 72 億人
が毎年１着ぐらいのシルクの服を買うこと
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に当たります。しかし、中国は、世界の蚕
糸生産量の 80％を占めているにもかかわ
らず、シルク消費量は 9 グラムしかあり
ません。これはハンカチ 1 枚くらいの消費
量です。これに対して日本の消費量は 217
グラムで、スイスの消費量は 70 グラムで
す。これからわかりますように中国国内の
シルク市場の発展余地は十分に大きいと考
えられます。今まで日本の蚕糸・絹業に蓄
積されてきた技術によるシルク産品開発は
大いに将来性があると思います。この点に
おいて日本の蚕糸・絹業のみなさんと協力
していくことは大変望ましいことです。

また急務となっている中国養蚕業の体質
改善への協力を期待しています。現在、中
国の産業間格差は大きく、養蚕業は農業分
野に入り、｢ 貧 ｣ というグループに入って
いる産業で、新しい技術の導入が遅れてい
る産業です。繭販売収入は、これはいいほ
うだそうですが、3 ヶ月で 8,000 元、日本
円で 15 万円ぐらいです。経済が遅れてい
る地域においてはこの額は農家の生計に意
味をもつ額ではありますが、他の職業と比
べてはやはり非常に低い水準です。この 5
年間、中国の貧富の格差はますます拡大し
ています。逆に考えますと中国の養蚕業は
大いに発展の余地がある産業と考えられま
す。

中国のシルク産業に関する行政機関には
商務部の市場運行と消費を司さどる繭糸綢
協調弁公室があります。市場化されている
中国の環境の中で蚕糸・絹業の行政管理は

中国シルク協会によって行われます。行政
機関ではないですが、協調管理というよう
な役を中国シルク協会がやっています。商
務部などから蚕糸・絹業の発展のため、い
ろいろな政策や予算の手当てがされ、蚕糸
関係企業の技術改良、品質改善、新規用途
開発などの援助がされております。これら
のこともこれからの発展余地があることを
ある程度語っているのではないかと思いま
す。これまで日本の蚕糸業の技術者や研究
者には広西自治区や雲南省へ指導に行って
いただきました。これからも続けて指導を
お願いしたいと思っております。

これまで日本は世界の蚕糸業の最先端を
走ってこられ、世界蚕糸業の科学技術の発
展に大きな貢献をしてこられました。これ
からも長年蓄積してきた科学技術を引き続
き発展させ、発展途上国の蚕糸業の指導に
活用されますよう期待しております。

また、日本からはシルク検査基準の ISO
（国際標準）化への御支援をいただきまし
た。中国シルク協会は大日本蚕糸会からの
御支援、御援助をいただいたおかげで、「絹・
生糸の節と糸むらの電子検査方法」の ISO
化に成功しました。中国シルク標準委員会
秘書長周

しゅうえい

頴さんからのお礼を申し上げたい
との言付けをお伝えさせていただきます。
これからも生糸電子検査標準につきまして
引き続き努力していくと思いますが、日本
蚕糸業のみなさんからの御援助をお願いし
たいと思います。

5 千年以上の歴史を持っている中国の蚕
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糸業は近代以降日本から勉強させていただ
くところが多く、日本の蚕糸業のみなさん
にはたくさんの援助や指導をしていただき
ました。特にこの 2 ～ 30 年、両国蚕糸・
絹業の間の留学生育成、学術交流、技術指
導など友好的な交流をしてきました。これ
から交流をさらに一層発展させていただき
ますよう心からお願いをして報告を終わら
せていただきます。

【その後の質疑応答における主なやりとり】
（蔟

まぶし

とか繰糸機の部品とかの蚕糸専用物
品について中国から日本に供給してもらう
ことは可能かという質問に対して）

90 年 代 以 降 は 多 条 繰 糸 機 は 消 え て、
2000 年以降は国産の自動繰糸機を作りま
した。自動繰糸機について日本はこれまで
中国の先生でした。自動繰糸機を日本に輸
出することは聞いていませんが、日本から
自動繰糸機の部品の要請がもしあれば、皆
さんは喜んで提供すると私は思います。

蔟についても同様に思います。ただ、日
本が品質に厳しいことを知っているので、
うまく商売できるかどうかについては慎重
な見方をもつだろうと思います。

（中国の養蚕農家の１戸当たり繭生産量
は相変わらず少ないのではないか、増やす
ための努力はどのようになされているかと
いう質問に対して）

個々の農家レベルでは、生産拡大のため
投資をし、コスト低下を図り、大規模化す
るというような動きがあるにしても現時点
では少ないことです。しかし一部の地区で

はこのような方向への試みをしています。
一方、製糸工場は自工場の生糸生産を維持
するため、積極的に養蚕の基地を作り、そ
こに投資し、技術指導し、研修を行うとい
った努力をしています。

中国シルク協会では、市場経済の中で養
蚕農家がどのようにやっていくべきか、産
業の調和的関係をどうやって作るか、産業
構造をいかに合理的に構築するか、という
ようなことについて、調査をしつつ一生懸
命に努力をしています。

その際、日本の経験が参考になっている
と考えられます。

（日本のきもの需要に相当する伝統的な
民族衣装に対する需要の増加は中国では期
待できないのかという質問に対して）

チャイナドレスはありますが日本の和
服とは事情が違って、もともとそれほど一
般的に着用されるものではありませんでし
た。結婚の時に布団のシルクカバーを準備
するということは一般的にありました。ま
た、以前からあった真綿の布団については
今、急速に需要が増加しています。

伝統的な民族衣装が衰退したために絹の
需要が減少したのではなく、中国では絹需
要はもともと少なく、生産が多かったのは
輸出向けが多かったからです。

中国経済が発展してきて生活に余裕がで
きてきて大勢の人々は伝統的な染色、織り
方などに魅力を感じる傾向はあるので、今
後だんだんに一つの産業として発展してい
くことはあるのではないかと思います。
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国内情報シルク遺産を訪ねて㉖

信州大学繊維学部のシルク遺産

今回は、長野県上田市の信州大学繊維学
部で保存活用されている文化財、すなわち、
講堂、守衛所、繊維学部資料館、絹糸紡績
機械等を紹介したい。開学 100 周年記念
事業の一環としても大幅な整備が行われた
由
よし

で、開学当時の建物を初め機械や文献が
よく保存されている。今に残る大正・昭和
の高等教育施設・文物としていずれも貴重
なものである。

現役の講堂
まず、構内に入って右手にある講堂は、

文部省の柴
し が き て い た ろ う

垣鼎太郎の設計により、昭和 4
（1929）年に完成。洋風木造 2 階建で、平
成 10（1998）年に国の登録有形文化財に
登録された。なお、講堂は平成 19（2007）
年に経産省の近代化産業遺産に認定されて
いる。この建物は旧上田蚕糸専門学校の講
堂であり、現在も学位授与式等に使用され
ている現役の建物。同大学のみならず「蚕
都上田」のランドマーク（歴史）的な建造
物である。

外観をみると（写真１）、正面に切
きりづま

妻
破
は ふ

風が 2 段になっていること、時計を頂点
にして三角の張り出し窓が５個設けられて

東京産業考古学会

副会長　平 井　東 幸

写真 1：講堂外観

表　主要なシルク遺産（建物／機械）

　　施設の名称 文化財ステータス
講堂 国登録有形文化財、

経産省の近代化産業遺産
守衛所 国登録有形文化財
繊維学部資料館（旧貯繭庫） 国登録有形文化財
絹糸紡績機械一式 産業考古学会の推薦産業遺産
書庫（旧アイソトープ実験室）
旧千曲会館
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いることが印象的である。内部をみると、
講堂なので広い大きな吹

ふ き ぬ

抜けになってお
り、当時のままの折

お

り上
あ

げ格
ごうてんじょう

天井やシャン
デリアが格式高い。舞台、演台、柱

ちゅうとう

頭、換
気口等には、桑・蛾・繭のデザインが繊細
に彫刻ないしテラコッタ（素焼きの焼き物）
で表現されており、窓も木製の上げ下げ式
であるなど全体によく保存されており、上
田蚕糸の時代の記憶を今に伝えている。映
画やテレビのロケにもよく使用されること
がうなずける建物だ。

貴重な守衛所
次に、正門左脇の守衛所である。大正元

（1912）年の竣工で、木造平屋建て（写真
２）。この門

もんえいつめしょ

衛詰所は岩手大学農学部や奈
良女子大学（ともに国重要文化財）を手本
にしていると言われており、大学の守衛所
としては珍しい。学校の拡張に伴い移転を
繰り返しているが、講堂と同様の意

いしょう

匠で、
小振りな建物ながら開学当時の雰囲気を今
に伝える洋風建築である。平成 25（2013）
年に下記の貯繭庫とともに国の登録有形文
化財になった。

旧貯繭庫を活用した資料館
さらに、左手奥には、繊維学部資料館

がある。これは、明治 44（1911）年の開
学時に竣工した元の貯繭庫を一部改修した
もの。煉

れんがづくり

瓦造の 2 階建（写真３）、内部は
木造で、開学以来の同学部の歴史を伝える
貴重な史料が展示されている。主な展示物
としては、蚕糸専門学校当時の教材や歴史
文書、図面、図書（江戸時代の養蚕書等）、
書や錦絵を含む絵画、蚕・繭・生糸の標本
や模型、座繰器械、商標チョップ、織物見
本帳等である。木製の蚕種用孵卵器も珍し
い（写真４）。なお、ここに展示されてい
るのは、同学で所蔵している史料のほんの
一部であり、その多くは繊維学部図書館で
管理されている。

現役の絹糸紡績機械　　　　　　
絹 糸 紡 績 機 械 一 式・・・ 開

か い め ん き

綿 機 か ら
撚
ね ん し き

糸機までのセットが現在も教育・研究
用 に 使 用 さ れ て い る こ と は 極 め て 貴 重
であり、特筆される。開学当時の大正 2

写真２：守衛所

写真３：繊維資料館外観
（写真提供：信州大学繊維図書館）
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（1913）年に 10 台購入したもので、英国
リーズ市の世界最大の絹糸紡績機械メーカ
ー Greenwood&Batley 社製である（写真５）。
ただし、円

え ん け い そ め ん き

形梳綿機のみ大阪の石井製鐡所
製。現在、一式で、しかも動態で保存され
ているのは、国内ではこの信州大繊維学部
だけの由であり、Ｇ＆Ｂ社から機械の買い
戻しの申し出があるほど貴重な由。

平成 21（2009）年に産業考古学会の推
薦産業遺産に認定された。国内の絹糸紡績
業者は現在、愛知県と滋賀県に数社あるだ

けで、しかも家内工業である。この実習用
に使われている機械一式は日本機械学会の
機械遺産に認定されてしかるべきものであ
る。

なお、このほかに、ガラ紡
ぼ う せ き き

績機（写真６）
がある。古い機械を大学のスタッフが修復
して学生の実習用に使用している。周知の
ようにガラ紡績機はわが国の発明になる紡
績機械であり、その機構は単純ながらユニ
ークである。

　このほかに、構内には、書庫（旧アイ
ソトープ実験室、昭和 5（1930）年完成、
鉄筋コンクリート造）、旧千

ち く ま

曲会館（昭和
10（1935）年完成、木造 2 階建、同窓会館）
等の貴重な建造物が保存されている。

構内のシルク関係施設を見学しての感想
であるが、各施設の前には詳しい説明のパ
ネルが設置されており、繊維学部資料館で
は、主要な展示物に関する説明チラシが用
意されている。さらに、小冊子『信州大学
繊維学部アーカイブ』（26p、平成 27（2015）

写真５：絹糸紡績工程の開綿機
（写真提供：信州大学繊維図書館）

写真６：ガラ紡績機写真４：繊維資料館内の蚕種用孵卵器
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年、繊維学部図書館、ネットでも見ること
可能※）も便利である。さすが国立大学で
あるだけに、これら多数の貴重なシルク関
連文化財が教育研究に活用され、しかも大
切に保存活用されて、一般公開されている
ことに大いに感銘を受けた。
※信州大学繊維学部デジタルアーカイブ：
http://fiber.shinshu-u.ac.jp/tex-da
※信州大学繊維学部アーカイブ（冊子）：
http://fiber.shinshu-u.ac.jp/tex-da/img/
arcive.pdf

今回の取材では、同大学繊維学部の森川
英明教授、岩木邦男特任准教授をはじめ、
多くの方にお世話になりました。学内を懇
切丁寧にご案内頂き、また、写真と貴重な
資料のご提供をいただきましたことをここ
に記して謝意と致します。

■名　称：信州大学繊維学部
■所在地：〒 386-8567
　　　　　長野県上田市常

と き だ

田 3-15-1   
■アクセス：ＪＲ・上田駅下車、徒歩 20 分、
　　　　　   バスあり
■問合せ先：
繊維学部資料館等の見学は繊維学部・総務
グループ庶務に事前に問い合わせくださ
い。
■電話：0268-21-5300

〔No.46 号 2016.1 号の記事訂正のお願い］
　次の記事に誤りがありましたので、訂正します。

○ P.28 の 5 行目、「写真のキャプション」
正：写真提供：諏訪湖ホテル
誤：写真提供：諏訪市美術館
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「蚕は冬の間何をしているのですか？」
と時々尋

たず

ねられる。蚕は卵で冬の間を過ご
している。冬になると多くの昆虫は野外か
ら姿を消したように感じる。本当は、昆虫
は野外に沢山いるのだが、動かないので目
につかないだけである。昆虫の体温は気
温と同じなので温度が下がれば体温が下が
る。「気温」＝「体温」の動物は変温動物
と呼ばれる（一方、私たちの体温は 36℃
位で一定であり、体温がいつも一定の動物
は恒温動物と呼ばれる）。昆虫はだいたい

10℃以下になると体温が下がりすぎて動く
ことが出来なくなる。蚕も昆虫の一種なの
で寒いと動けなくなってしまう。図 1 は筆
者の職場のある東京都府中市の近年の気温
を示している。

だいたい平均気温（赤線）を見ると 11
月から３月まで 10℃以下である。昆虫は
この５ヶ月間ほとんど動けない。1 月、2
月の最高気温（青線）は 10℃位なのでこ
の 2 ヶ月間はそれこそ動くことができな
い。筆者は昨年室温で 10 月末から暖房を

蚕の季節感（3）

東京農工大学農学部蚕学研究室

准教授　横山　岳

東京都府中市の気温
注：1980（昭和 55）－ 2010（平成 12）年の平均値
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入れず、ほぼ外気温で蚕を飼ってみた。暖
房をいれて 25℃にすれば 1 ヶ月弱で繭を
作るが、暖房を入れないと温度が低く、な
かなか桑葉を食べてくれず、営

えいけん

繭しないで
年を越してしまう蚕があった。例年府中で
は 11 月中旬に強い霜が降りて桑葉が落葉
してしまう（とはいえ、近年暖冬で霜が遅
い）（図 2、3）。落葉した後、再び葉が出
て来るのは翌春の４月中旬である。約 4 ヶ
月以上桑葉が桑畑にはない（図 4）。

普通は、冬に蚕の幼虫がいたら寒くて育

たないし、餌（桑葉）が無い。蚕は冬の間
幼虫でいることが出来ないわけである。成
虫（蛾）は餌を食べないので 25℃だと１
週間位で死んでしまう。10℃以下に置いて
おくと 1 ～ 2 ヶ月位長生きするが、冬を越
すほどの長生きできない。繭（蛹）は餌を
食べずにじっとしているので長生きしそう
だが、体の中では「蛾」の体を作っている
最中であり活発に活動している。冷蔵する
と蛾と同じく 1 ～ 2 ヶ月位生きるが、冬は
越せない。また長く冷蔵されていると体の
中で作っている最中の卵が駄目になってし
まう。蚕は卵で越冬している。この時、「休
眠」という状態で発育を止めている。哺乳
類の熊やリスなどは冬になって活動を低下
させて冬眠するが、条件が良くなればすぐ
冬眠から覚めてしまう。哺乳類は冬眠した
くて冬眠しているわけではないからだ。そ
れに比べて昆虫の休眠は冬が来る前から積
極的に活動を停止しており、全く違ってい
る。

図２：霜が降りた桑
注：開葉した桑葉が萎

しお

れてしまう。
図４：冬の桑畑

図３：霜が降りた桑畑
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日本の蚕は１年に１世代だけのものと2、
3 世代と繰り返すものがあるが、どちらも
卵で越冬している。通常、蚕は冷暖房完備
の蚕室で飼育されている。黄

おおしきとしかず

色俊一東京農
工大学名誉教授は退職後約 10 年間、多摩
の自宅で蚕を外気温下で飼育され、蚕が環
境にどのように適応しているか観察されて
いる。図 5 は黄色名誉教授の飼育データを
元にした蚕の一年を示したものである。

１年に１世代の蚕は、春に孵化し、6 月
頃に蛾になって卵を産む。まだ外には桑の
葉が青々と茂り、孵化しても餌に困らない
のに、その卵は早々に発育を停止してその
まま翌春まで卵の状態で過ごす。２、３世
代の蚕も夏や秋に産んだ卵はすぐに発育を
停止して冬を越す。冬が来る前に積極的に
発育を停止している。蚕は一年のほとんど
を卵の状態で寝て過ごしているようなもの
であり、実に羨ましい、、、、、。ちなみに、
蚕と同じ仲間のチョウ目のオオムラサキは
幼虫で、モンシロチョウは蛹で休眠してお
り、同じチョウ目でさえ停止（休眠）する
状態は違っている。

昆虫は卵、幼虫、蛹、成虫のどの段階で
休眠しても、冬の寒さに耐えられるように
体が対応している。細胞が凍ると死んでし
まうが、水分が凍らないように体液中にグ
リセロールやソルビトールという糖アルコ
ールを溜

た

めて凍らないようにしている。「糖
アルコール」とは聞きなれないかもしれな
いが、実は身近でも使われている。糖アル
コールは凍り難いので車のラジエターの不
凍液 ( エチレングリコール）として使われ
ている。また、ソルビトールやキシリトー
ルなどの糖アルコールはカロリーが低いが
甘いので甘味料として使われている。お菓
子や菓子パンなどの原材料名を見てみると
ソルビトールの名前を見ることができる。

休眠する昆虫の中に糖アルコールが溜ま
っていることを発見したのは茅

ち の は る お

野春雄先生
で、半世紀以上前、先生は休眠した昆虫の
中はどうなっているのか興味を持たれ、休
眠している蚕の卵をすり潰して抽出した物
を舐めてみたら甘かった！ので糖アルコー
ルに気が付かれたそうである (1960( 昭和
35））。現在、抽出物を舐めさせるなんて学

図５：蚕の一生（蚕を外気温で飼った場合）
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生に指導はできないが、、、、。
糖アルコールは休眠中には卵に溜まっ

ているが、その前後は無い。休眠する前は
多糖（グリコーゲン）が溜まっており、こ
れが休眠する時に糖アルコールに変換され
る。そして冬の寒さ（５℃で２ヶ月位）に
ふれると卵の中で “samui”（さむい）とい
う遺伝子が発現して休眠が破れ、糖アルコ
ールは再びグリコーゲンに変換されてい
く。そしてグリコーゲンは発育する時のエ
ネルギー源として使われていく。

自分で産卵させた蚕卵を暖かい部屋に置
きっぱなしにしていて「孵化しないのは何
故？」とよく尋ねられる。蚕の休眠した卵
は寒さに晒

さら

されないと休眠が破れず、ずー
っと発育を停止したままである。卵を寒い
所に置くと可哀相だと思いがちだが、発育
停止した休眠卵は寒さにふれないと正常な
発育に向かうことができない。蚕の卵は冬
が来る前から寒さに備え、冬の寒さを堪

たんのう

能
（？）して春に備えているわけである。蚕
の休眠卵にとって寒さは必要なものであ

る。休眠した卵を孵化させようと思ったら
屋外の日陰で冬を越させるか、または冷蔵
庫で 2 ヶ月位冷蔵（人工越冬）することが
必要である。寒さに晒された蚕卵は春にな
れば孵化してくるし、冷蔵庫から出せば孵
化してくる。以前、冷蔵庫に蚕卵を冷蔵し
ておくと休眠が破れることを一般の方にア
ドバイスしたところ、昆虫の卵を冷蔵庫に
入れるのは抵抗があるとのこと。冷蔵庫の
中で孵化しないことが分かっていても生理
的に無理とか。冷蔵庫に魚や鶏の卵を入れ
るのは大丈夫なのに虫の卵は駄目なんです
ね。

■横山 岳 ( よこやま・たけし）のプロフィール
東京農工大学農学部
生物生産学科蚕学研究室
〒 183-8509：東京都府中市幸町 3-5-8
TEL：042-367-5681
E-mail：ty.kaiko@cc.tuat.ac.jp
HP：http://www.tuat.ac.jp/~kaiko

〔No.46 号 2016.1 号の記事訂正のお願い］
　次の記事に誤りがありましたので、訂正します。

○表紙の 25 行目、目次の 25 行目及びＰ .44 の「タイトル」
正：蚕の遺伝　―外山亀太郎先生―
誤：繭の大きさと繭糸の長さ　―外山亀太郎先生―
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蚕糸絹産業や絹文化の維持継承とその活性化を図るため、高度な養蚕技術や経営手法を駆
使して純国産絹製品の生産販売活動に携

たずさ

わっている蚕糸・絹業提携グループ、養蚕農家又は
農家団体を表彰し、その活動と成果を広く紹介して蚕糸絹業の発展に資することとして、下
記のとおり第４回蚕糸絹業提携確立技術・経営コンクールを実施いたします。積極的な参加
をお願いします。

記

１　開催の目的
蚕糸絹産業や絹文化の維持継承とその活性化を図るため、高度な養蚕技術や経営手法を

駆使して純国産絹製品の生産販売活動に携わっている蚕糸・絹業提携グループ、養蚕農家
又は農家団体を表彰し、その活動と成果を広く紹介して蚕糸絹業の発展に資する。

２　応募方法・応募先
応募は、出品財として蚕糸・絹業提携グループ、養蚕農家又は農家団体の何れかを選択し、

蚕糸絹業提携確立技術・経営コンクール事務局に直接郵送か、各県蚕糸主務課又は各県蚕
糸絹文化活性化推進事業事務局を通じて応募をお願いします。

３　応募期間	 平成 28 年３月末日まで
４　審査・表彰日	 平成 28 年４月中・下旬、５月中旬
５　表彰内容	 農林水産大臣賞１点、農林水産省生産局長賞１点、

	 一般財団法人大日本蚕糸会会頭賞３点
６　審査員	 黄色俊一氏（審査長：東京農工大学名誉教授）ほか４名の審査員
７　主催者	 一般財団法人大日本蚕糸会、中央蚕糸協会
８　このコンクールは、平成 28 年度（第 55 回）農林水産祭に参加します。

（問合せ先）	 〒 100-0006　東京都千代田区有楽町 1-9-4 蚕糸会館 6F
	 一般財団法人大日本蚕糸会
	 蚕糸絹業提携確立技術・経営コンクール事務局
	 担当：廣瀬隆登、鈴木浩
	 電話 :03-3214-3411（代）、03-3214-5777（直）
	 E-mail:suzuki@silk.or.jp

第４回蚕糸絹業提携確立技術・経営コンクールの
出品財を募集します

一般財団法人大日本蚕糸会から
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一般財団法人大日本蚕糸会から

１　これまでの取組み
近年、蚕糸業の規模が急激に縮小した

ため、養蚕資材メーカーの廃業が相次ぎ、
自
じ ど う

動 収
しゅうけん

繭 毛
け ば

羽取
と

り機
き

（マユクリン）、条
じょうそう

桑
飼
し い く だ い

育台、回
かいてんまぶし

転蔟などカイコの飼育になくて
はならない養蚕資材が供給出来ない状況と
なっている。　

この事態打開のため、一般財団法人大日
本蚕糸会から業務委託を受けた「養蚕資材
供給組合」が平成 25 年度に「中古養蚕資
材のリサイクル供給支援事業」に取り組み、
完全整備済みマユクリン（再生マユクリン）
27 台、大森式・北沢式自動収繭毛羽取り
機用ゴムベルト 70 枚の供給体制を構築し
た。

平成 25 年度事業の成果としては、①再
生マユクリン 27 台は完売。②有限会社東
亜エンジニアリングの協力により、平成
26 年以降 15 戸の養蚕農家のマユクリンを
修理。③更には、中休止養蚕農家の調査に
より各種の養蚕専用資材が眠っていること
が判明した。

２　平成 27年度の取組み

（１）事業計画
平成 27 年度となり、①新たに養蚕参入

を計画している企業や青年が出てきたこ
と。②再生マユクリンは引き続き要望があ
ること。③愛媛蚕種株式会社が扱っていた
回転蔟の在庫が無くなったことなどから、
本年度の中古養蚕資材リサイクル供給支援
事業については次のとおり実施することと
した。
〇事業実施主体 ････ 養蚕農家の状況を熟

知していることから碓氷製糸農業協同組
合が事業を受託。

〇マユクリンの整備 ････ 遊休マユクリン
を 30 台回収し 18 台を再生・販売する。
　

〇回転蔟の回収 ････ 回転蔟 1,500 組を回
収・販売する。

（２）マユクリンの回収状況と整備
マユクリン 30 台と回転蔟 1,500 組を回

収すべく、平成 27 年 10 月群馬県の養蚕
担当者会議において事業説明を行うととも
に、11 月には中休止養蚕農家向けパンフ
レットの作成・配布を行った（図１）。　

再生マユクリンと中古の回転蔟を供給します
－平成 27年度中古養蚕資材のリサイクル供給支援事業の取組み－

　碓氷製糸農業協同組合

事業部長　狩野寿作
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碓氷製糸農業協同組合は、マユクリンの
再生を（有）東亜エンジニアリングに業務
委託している。今後、マユクリンの回収が
あまり見込めないことから、18 台の再生
計画を 22 台に変更した。計画変更に当た
っては、平成 25 年度事業で余った部品を
有効活用している。マユクリンの整備の内
容は、①分解掃除、②傷

いた

んでいる部品の交
換、　③毛ブラシ 3 本のうち 2 本を新品に
交換などで、平成 28 年 2 月中には再生マ
ユクリン 22 台が完成する。

（３）回転蔟の回収状況
回転蔟の枠

わく

については、金属製のワク、

木製のワクがあるが、止め金が欠けていた
り、プラスチック製の止め金が劣化してい
る物については回収の対象外とした。

ボール蔟
まぶし

についても、折れている蔟、汚
れのひどい蔟、経年劣化の著しい蔟は回収
の対象外とした。

回転蔟の回収については、農協の養蚕担
当者と共に農家を訪問し、一点一点チェッ
クして程度の良い回転蔟を回収した。7 戸
の農家から 300 組を回収した。多くの農
家から回転蔟の回収希望が寄せられたが、
予想以上に保管場所が必要なこと、回収し
た回転蔟の販売が見通せないことなどか
ら、目標の１／５で回収を中断した（図２）。

 

 
 

新たに養蚕を始める方は、自動収繭毛羽取機や回転蔟が 

なくて困っています。 

提供いただいた「自動収繭毛羽取機（マユクリン）」は 

修理し、希望する方に供給し、優良繭の生産に役立てます。 

お持ちの方は、JA 等にご連絡下さい。 

 

優良繭の確保を図るため、養蚕に取り組む人を支援していますが、養蚕用機械が 

不足しています。 

使っていない自動収繭毛羽取り機がありましたら是非、ご協力をお願いします  

なお、収集する自動収繭毛羽取機（マユクリン）は、30 台を予定しており、 

保存状況を判断して、若干の買取金をお支払いすることとしております。 

 

 

 

 

農 家 の 皆 さ ま へ  
使っていない「自動収繭毛羽取機（マユクリン）」はありませんか！ 

【問合せ先】 各 JA  東亜エンジニアリング（☎0279-23-9063）  碓氷製糸農協（☎027-393-1101） 

          （一財）大日本蚕糸会（☎03-3214-3500） 

図１：マユクリンの回収チラシ
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（４）再生マユクリンと中古回転蔟の供給
について
ア　マユクリン
再生マユクリンについては、平成 28 年

2 月上旬までに 22 台を整備し、3 月以降
供給すべく準備を進めている。再生マユク
リンの価格については、約 6 万円を予定（販
売者倉庫渡しの場合）。
■購入希望者およびマユクリンの修理希望

者は、下記までご連絡をお願いします。
販売者：（有）東亜エンジニアリング
電話：0279-23-9063
E-mail：sitoaeng@pastel.ocn.ne.jp　
　
イ　回転蔟
中古回転蔟については本年 3 月以降供給

すべく準備を進めている。　
在庫量を超えた注文があった場合には、

蚕糸会と相談し、注文を受けてから回収を
実施したいと考えているので、日程に余裕
を持って注文をお願いします。回転蔟の価
格については、一組（ワク１本、ボール蔟
10 枚）1,000 円を予定（販売者倉庫渡し

の場合）。
■購入希望者は、下記までご連絡をお願い

します。
販売者：碓氷製糸農業協同組合
電話：027-393-1101
E-mail：usui@xp.wind.jp
　
ウ 　ゴムベルト
平成 25 年に製作した大森式や北沢式の

自動収繭毛羽取り機用ゴムベルトについて
も在庫があります。
■購入希望者は、下記までご連絡をお願い

します。
販売者：愛媛蚕種（株）
電話：0894-36-1028
E-mail:okaiko3@mist.ocn.ne.jp
　
最後に、碓氷製糸農業協同組合は、優

良繭の増産を推進するため、中古養蚕資材
の安定供給体制を構築したいと思いますの
で、養蚕農家を始め、関係者のご支援ご協
力をお願いします。

図２：回転蔟；金ワク（左）、木ワク（右）
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イベント情報

イベント名 企画・展示内容 開催日（期間） 場所・主催者等

純国産絹製品の紹

介

（絹小沢）

小紋師の藍田正雄氏の作品を

はじめ小物と群馬県産繭生糸

を使用したきものの表地と裏

地の展示。

＜会期＞

平成 年 月 日

火 ～ 月 日

水

＜主催＞

ジャパンシルクセンター

＜会場＞

ジャパンシルクセンター

： ～ ：

土、日、祝は、休館。

〒

東京都千代田区有楽町

蚕糸会館１階

：

：

純国産絹製品の紹

介

（甲斐絹座）

山梨県産繭を使用した甲斐絹

のネクタイ、スカーフ、ストー

ル、傘、座布団などを展示。

＜会期＞

平成 年 月 日

月 ～ 月 日

水

純国産絹製品の紹

介

（田中種）

群馬県産繭・生糸を使用した江

戸小紋の着物と帯、ニット製品

（おやすみ靴下・手袋、下着）

などの展示。

＜会期＞

平成 年 月 日

月 ～ 月 日

金

第 回特別展「ま

ゆクラフトと絹の

作品展」

繭の特性を活かしたまゆクラ

フト作品（一般公募）と伝統技

術を駆使した工芸作家の創作

品及び友の会会員のバラエテ

ィーに富んだ染織作品を一挙

公開します。繭、絹の持つ素晴

らしさを感じてください。

＜会期＞

平成 年 月

日（土）～ 月

日（月）

＜主催＞

群馬県立日本絹の里

＜お問合せ＞

日本絹の里

〒

群馬県高崎市金古町

：

休館日：毎週火曜日

蚕織錦絵が伝える

養蚕・製糸

～かいこやしなひ

草～

蚕織錦絵は、当時の人々に絹の

製法を広く知らせるとともに、

現代の私達へ遥か昔の養蚕・製

糸の様子を伝えてくれます。

蚕織錦絵と養蚕秘録などに描

かれた養蚕・製糸の用具類を展

示します。

＜期間＞

平成 年 月 日

（木）～ 月 日

（月）

＜場所＞

岡谷蚕糸博物館

〒

長野県岡谷市郷田

休館日：毎週水曜日・祝日の

翌日（ ～ ）



イベント名 企画・展示内容 開催日（期間） 場所・主催者等

ミニ展示

つまみかんざし

江戸時代から続くこの髪飾り

は日本人の自然を愛する美意

識から生まれ、四季折々の草花

や生き物、季節行事などを題材

として、きもの姿の女性の髪を

美しく飾ります。

「つまみかんざし」のミニ展示

は、かんざしの工芸美の鑑賞と

理解を深めていただきます。

平成 年 月 日

（土）～ 日（月・

祝）

＜主催＞

シルク博物館

〒

横浜市中区山下町 番地

シルクセンター 階

：

＜お問合せ＞

同上

＜開館時間＞

午前 時 分～午後 時まで

（入館は 時 分まで）

＜休館日＞

月曜日（祝日の場合は翌日）、

内外シルク研究会 講演

（１）「我が経営と純国産絹製

品（仮題）」

田中種（株）社長 田中隆氏

（２）「ブラジルの養蚕・製糸

の現状」

蚕糸科学研究所研究アドバイ

ザー 木下晴夫氏

＜日時＞

平成 年 月 日

（水） ： ～ ：

＜場所＞

蚕糸会館 階第

会議室

＜主催＞

内外シルク研究会

〒

東京都千代田区有楽町

中央蚕糸協会内

＜お問合せ＞

同上

まゆクラフト

作品展

まゆの自然な造形美・質感を活

かした独創性のあるまゆクラ

フト作品の展示と常設展示

＜会期＞

平成 年 月

日（木）～ 月

日（火）

＜主催＞

駒ヶ根シルクミュージアム

〒

長野県駒ヶ根市東伊那

＜お問合せ＞

同上

＜開館時間＞

： ～ ：

＜休館日＞

毎週水曜日
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提携支援センターから

提携支援センター活動日誌　       № 47（H28.1.1 ～ H28.2.29）

年月日 活　動　内　容　等

28.1.13
蚕糸・絹業提携グループ全国連絡協議会（幹事会・監事会）

（東京都有楽町　蚕糸会館）

28.1.21 純国産絹マーク審査委員会（平成２７年度第５次）
（東京都有楽町　蚕糸会館）

28.1.28 平成 27 年度福島県養蚕振興セミナーへの出席（福島県）

28.1.28 ～
28.2.2 純国産宝絹 takaraginu 展 in 藤崎百貨店の開催（宮城県）

28.2.8 ～
28.2.12 純国産宝絹試作品展（東京都有楽町　蚕糸会館）

28.2.29 ＪＡおやま養蚕研修会への出席（栃木県）
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提携支援センターから

平成 27年度第 5次分の純国産絹マーク使用許諾状況

純国産絹マークの平成２７年度第５次審査会を平成 28 年１月 21 日（木）に開催しました。
今回は、５者から申請があり、使用許諾されている者の２者が製品の追加５品目、数量の追
加 16 品目の申請がありました。これらの申請を審査委員会で審査した結果、５者 21 品目
に対し、１月 28 日（金）付けで純国産絹マークを使用許諾する旨通知しました。

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（繭生産地・企業等）

（ 製 品 の 追 加 ）
（ 株 ） 三 越 伊 勢 丹

　 代 表 者 名 ： 大 西 洋
　（ 担 当 者 ： 岩 元 智 之 ）
　 〒 1 6 0 - 8 0 1 1
　 東 京 都 新 宿 区 新 宿 3 - 1 4 - 1
　 T E L ： 0 3 - 3 3 5 2 - 1 1 1 1
表 示 者 登 録 番 号 　 1 8 7

（製品の追加）
ジャケット地 48 点

制作企画　HIRAKAWA　 PLANNING
蚕品種　　太平×長安
繭生産　　安斉孝行（福島県）
製　糸　　（株）宮坂製糸所
染　色　　佐米染色（有）
製　織　　鈴吉織物（有）

（ 数 量 の 追 加 ）
（ 株 ） Ｊ Ｓ

　 代 表 者 名 ： 柏 木 秀 基
　（ 担 当 者 ： 柏 木 秀 基 ）
　 〒 4 0 3 - 0 0 0 4
　 山 梨 県 富 士 吉 田 市 大 明 見 3 0 8
　 T E L ： 0 1 2 0 - 2 2 3 6 - 3 9
表 示 者 登 録 番 号 　 1 5 9

（数量の追加）
スカーフ

（数量の追加）
ストール

（数量の追加）
シャツ

（数量の追加）
スカート地

（数量の追加）
コート地

（製品の追加）
ワンピース地

（製品の追加）
ネックカバー

（製品の追加）
アームカバー

（製品の追加）
レッグカバー

（数量の追加）
布団

（数量の追加）
布団カバー

12,500 枚

200 枚

60 枚

20 枚

10 枚

50 枚

400 枚

400 枚

200 枚

30 枚

80 枚

制作企画　（株）山桜
繭生産　　山梨県内養蚕農家
製　糸　　松澤製糸所
製　織　　（有）カシワギ
縫　製　　高野縫製所

（ 数 量 の 追 加 ）
（ 株 ） 髙 島 屋

　 代 表 者 名 ： 木 本 茂
　（ 担 当 者 ： 武 田 陽 子 ）
　 〒 5 4 2 - 8 5 1 0
　 大 阪 市 中 央 区 難 波 5 - 1 - 5
　 T E L ： 0 6 - 6 6 3 1 - 1 1 0 1
表 示 者 登 録 番 号 　 0 3 0

後染反物（振袖） 10 枚

繭生産　　JA 那須南管内養蚕農家
製　糸　　松岡（株）
製　織　　（株）竹林
染色加工　（株）千總
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純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（繭生産地・企業等）

（ 数 量 の 追 加 ）
（ 株 ） 千 總

　 代 表 者 名 ： 仲 田 保 司
　（ 担 当 者 ： 俵 武 司 ）
　 〒 6 0 4 - 8 1 6 6
　 京 都 市 中 京 区 御 倉 町 8 0
　 T E L ： 0 7 5 - 2 1 1 - 2 5 3 1
表 示 者 登 録 番 号 　 0 0 1

後染反物（振袖） 70 枚
繭生産　　宮城県内養蚕農家
製　糸　　松岡（株）
製　織　　（株）竹林
染　色　　自社

後染反物（訪問
着・付下） 70 枚

繭生産　　福島・群馬県内養蚕農家
製　糸　　松岡（株）
製　織　　田勇機業（株）
染　色　　自社

後染反物
（七五三） 70 枚

繭生産　　山形・福島県内養蚕農家　
製　糸　　松岡（株）
製　織　　美雲織物（株）
染　色　　自社

後染反物（七五三） 20 枚

繭生産　　山形・福島・宮城県内
養蚕農家
製　糸　　松岡（株）
製　織　　美雲織物（株）
染　色　　自社

後染反物（振袖） 13 反

繭生産　　福島・岩手県内養蚕農家
製　糸　　松岡（株）
製　織　　（株）松浦絹織
染　色　　自社

（ 数 量 の 追 加 ）
田 中 種 （ 株 ）
　 代 表 者 名 ： 田 中 隆
　（ 担 当 者 ： 田 中 隆 ）
　 〒 5 4 1 - 0 0 5 4
　 大 阪 市 中 央 区 南 本 町 2 - 1 - 1 4
　 タ イ ヨ ウ マ ー ク ビ ル 3 階
　 T E L ： 0 6 - 6 2 6 1 - 2 0 9 1
表 示 者 登 録 番 号 　 0 6 0

後染反物
（変一越・小紋） 30 反

繭生産　　JA にったみどり管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸農協
製　織　　南久ちりめん（株）
染　色　　髙田勝（株）

ニット（手袋） 300 双

繭生産　　JA にったみどり管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸農協
撚　糸　　昭和撚糸工業（株）
製編・縫製　（株）今川

ニット（靴下） 300 足

繭生産　　JA にったみどり管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸農協
撚　糸　　昭和撚糸工業（株）
製編・縫製　タビオ（株）
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純国産絹マーク使用許諾者及び絹製品名一覧　平成28年 1月 21 日（H27- 第 5次）現在

表示者登

録番号
企 業 名 所 在 地 主 な 絹 製 品 名

（株）千總 京都市中京区
後染反物（振袖、訪問着、付下、色無地、色留袖、黒

留袖、喪服）、胴裏

（株）織匠田歌 京都市上京区 先染反物、後染帯地

（株）丸上 東京都中央区 後染反物（色無地、小紋、付下、黒紋付）、後染帯地

（株）坂本屋 茨城県土浦市 後染反物（色無地）、胴裏（灰汁浸け加工）

（有）平原 福島県白河市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）信盛堂 東京都清瀬市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）きものアイ 新潟県十日町市 後染反物（色無地）

（株）上庵 岩手県北上市 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）樹（いづき） 秋田県横手市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）銀座もとじ 東京都中央区

後染反物 作家作品 、後染帯地、先染反物（大島紬、

結城紬、御召、作家作品）、先染帯地（織九寸帯、織角

帯、作家作品）、白生地、和装小物（帯締、羽織紐）、

八掛、胴裏

河瀬満織物（株） 京都市上京区 先染帯地

（有）織匠小平 京都市北区 先染帯地

（株）結華 静岡県清水町 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）絹回廊 東京都中央区 後染反物（色無地）

（有）琴路屋 岩手県釜石市 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）大善屋呉服店 福島県会津若松市
後染反物（色無地、黒紋付）、後染帯地、白生地（表

地）

丸善本店 福島県いわき市 後染反物（色無地、黒紋付）、白生地（表地）

呉服のささき 山形県天童市 後染反物（色無地、黒紋付）

日本蚕糸絹業開発協同組合

（絹小沢（株））
群馬県高崎市

裏地（胴裏（ぐんま羽二重、ぐんまレピア、ぐんま２

００、灰汁浸加工、トルマリン加工）、八掛、比翼地）、

長襦袢地、後染反物（作家作品、紋付地）、白生地（世

紀二一，上州絹星・ぐんま２００，新小石丸）、後染帯

地（（冬物・夏物）：うるし糸が５％を超えるもの）、寝

衣（うぶ着、おくるみ）、和装小物（袱紗）

宮階織物（株） 京都市上京区 先染反物、後染反物

２１世紀の絹を考える会 京都府城陽市
後染反物（色無地、訪問着）、先染帯地（袋帯（草木

染、唐織））

碓氷製糸農業協同組合 群馬県安中市 白生地、マフラー

丸幸織物（有） 京都府京丹後市 白生地

織匠万勝 京都市中京区

先染帯地（袋帯、名古屋帯）、先染反物（御召類）、後

染反物（色無地）、先染帯地（袋帯：金銀糸が５％を超

えるもの）

提携支援センターから
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（有）織道楽塩野屋 京都府亀岡市
洋装品（マフラー、シャツ、ニット（ウォーマー、腹

巻、手袋、靴下））

（株）丸万中尾 滋賀県長浜市
後染反物（江戸小紋、小紋、付下、友禅、色無地）、後

染帯地、白生地（表地）

（株）むらかね 青森県八戸市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）髙島屋 大阪市中央区

後染反物（振袖、七五三着物、色無地、訪問着、黒留

袖）、白生地（長襦袢地、胴裏）、ニット（靴下）、風呂

敷

（株）さが美 横浜市港南区 後染反物（黒紋付（冬用・夏用）、色無地）

（有）まるけい 静岡県富士市 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）特選呉服専門店後藤 青森県むつ市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）小いけ 山形県鶴岡市 後染反物（色無地、黒紋付、小紋）

（株）伊と幸 京都市中京区
後染反物（色無地）、白生地（表地、胴裏、帯地）、婦

人用ブラックフォーマル地、長襦袢

（株）四季のきものおおにし 東京都杉並区
後染反物（色無地、黒紋付）、後染帯地、白生地（表

地）

（株）和幸 埼玉県久喜市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）桝屋高尾 京都市北区 先染帯地（袋帯）

（株）つるや 埼玉県川越市 後染反物（色無地、黒紋付）、白生地（表地）

（株）越後屋 千葉県市川市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）小倉商店 茨城県結城市
先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）、白生地（結

城紬）

染織家柳崇 東京都世田谷区 先染反物、先染帯地

染織家児玉京子 沖縄県竹富町 先染反物

草木染工房山村 山村多榮子 東京都八王子市 先染反物、先染帯地、先染服地、ストール

手織りよおん 長嶺亨子 沖縄県沖縄市 先染反物、先染帯地、ストール

祝嶺染織研究所 沖縄県沖縄市 先染反物、先染帯地

（株）龍工房 東京都中央区 帯締

からん工房 深石美穂 沖縄県石垣市 先染反物（紋絽、絣）、先染帯地

たわた工房 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地

山音（株） 京都市中京区 後染反物（色無地（変三越、駒絽））

やまと（株） 京都市下京区 後染反物

桜井（株） 京都市北区 先染帯地

有栖川織物（有） 京都市上京区 先染帯地

太田和（株） 京都市中京区 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）

（株）岩田 京都市中京区 先染帯地

（有）神原呉服店 千葉県銚子市 後染反物（色無地、黒紋付）

浅山織物（株） 京都市北区 先染帯地

（株）やまと 東京都渋谷区 先染帯地、先染帯地（金銀糸が５％を超えるもの）
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田中種（株） 大阪市中央区

後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、黒紋付、加賀友禅、

色無地、すかし織着尺）、後染帯地（九寸名古屋帯）、ニ

ット（靴下、ネック＆ボディ、ショルダー、アーム、タ

ンクトップ、腹巻、手袋、ピロケース、肌襦袢）、真綿布

団

（株）京扇 東京都中央区 後染反物（色無地）、胴裏（パールトーン加工）

（株）なごみや 横浜市都筑区 後染反物（色無地、黒紋付）

丸池藤井（株） 京都市中京区 後染反物（色無地）、八掛

久保商事（株） 京都市中京区 和装小物（帯揚、半衿）

加賀グンゼ（株） 石川県小松市 胴裏

千切屋（株） 京都市中京区 後染反物（訪問着、付下）、後染帯地

荒川（株） 京都市下京区 和装小物（帯締、帯揚）

第一衣料（株） 東京都中央区 後染反物（色無地）

（株）紅輪 川崎市宮前区 後染反物（色無地）

装いの道（株） 東京都千代田区
白生地（帯地、表地）、胴裏（トルマリン加工、灰汁浸

加工、ぐんま 、新小石丸）

（株）髙橋屋 岩手県一関市 胴裏（灰汁浸加工）

おお又（株） 大阪市旭区 胴裏（灰汁浸加工）、ニット（靴下）

（株）天野屋呉服店 栃木県小山市 胴裏（ぐんま （灰汁浸加工））、白生地（表地）

（株）きもの潮見 愛媛県西条市 胴裏（パールトーン加工）

（株）とみひろ 山形県山形市 胴裏（酵素精練）

（株）細安 福井県福井市 胴裏（酵素精練）

京和きもの（株） 神奈川県厚木市 胴裏（酵素精練）

（株）まるため 長野県長野市 胴裏（トルマリン加工、パーリー加工）

（株）小川屋 群馬県前橋市 胴裏（トルマリン加工、灰汁浸加工）

（株）エムラ 山口県防府市 胴裏（酵素精練）

（株）荒井呉服店 東京都八王子市 胴裏（酵素精練）

（株）牛島屋 富山県富山市 胴裏（酵素精練）、後染反物（小紋）

（株）谷呉服店 福岡県筑紫野市 胴裏（酵素精練）

（株）登美屋 岩手県北上市 胴裏（パールトーン加工）

（株）川平屋 愛知県豊田市
胴裏（パールトーン加工）、後染反物（小紋（変一越、

紋意匠））

丸専第一衣料（株）

（丸専きもの）
新潟県長岡市 胴裏（パールトーン加工）

（株）大丸松坂屋百貨店 東京都江東区 裏地（胴裏、比翼地（振袖用））、長襦袢地

西陣織工業組合 京都市上京区 マフラー、セーター、カーディガン、ショール

（株）あきやま 宮崎県綾町 先染反物、洋装品（ショール、マフラー）

藤井絞（株） 京都市中京区 後染反物（色無地）

（有） 結城屋 兵庫県洲本市 白生地（表地）

（株） ウメショウ 岐阜県瑞穂市 白生地（表地）
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（有）カシワギ 山梨県富士吉田市

寝具寝装品（冬用・夏用・合用薄絹ふとん、ブランケ

ット）、洋装品（スーツ地、ネクタイ、服飾品（スカー

フ、ストール、シャツ））

（株）北尾織物匠 京都市上京区 先染帯地（袋帯、名古屋帯）

（株）平田組紐 東京都豊島区
帯締、帯締（金銀糸が を超えるもの）、羽織紐（男

物、女物）

（株）菱健 京都市中京区 後染反物（色無地）

西野（株） 京都市上京区 帯締、帯締（金銀糸が を超えるもの）

京商（株） 鳥取県米子市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）猪井 新潟県長岡市 後染反物（色無地）、後染帯地

（株）たちばな 新潟県新発田市 後染反物（色無地）、後染帯地

（株）丸富美 新潟県十日町市 後染反物（色無地）

（株）絹もの屋まつなが 新潟県三条市 後染反物（色無地）

（株）山正山﨑 愛知県豊橋市 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（有）こくぶん呉服店 福島県福島市 後染反物（色無地）

（株）染織近藤 岡山市北区 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（株）宮川呉服店 北海道湧別町 後染反物（色無地、付下）

（株）和らいふ 札幌市中央区 後染反物（色無地）

（有）きものいなもと 大阪市天王寺区 後染反物（色無地）

（株）世きね 東京都中央区 後染反物

（株）西陣まいづる 京都市上京区

先染帯地（袋帯（金銀糸が を超えるもの）、九寸帯

（金銀糸が を超えるもの）、絽九寸帯（金銀糸が

を超えるもの））

奥順（株） 茨城県結城市 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）

りょうぜん天蚕の会 福島県伊達市 ショール（天蚕紬糸、天蚕ハイブリッド）

（有）金屋 新潟県上越市 後染反物（色無地）

（株）鶴屋百貨店 熊本市中央区 胴裏（酵素精練）、先染反物（結城紬）

黄八丈めゆ工房 東京都八丈島 先染反物（黄八丈）

京屋呉服店 長野県塩尻市 後染反物（色無地）

（資）車屋呉服店 横浜市南区 後染反物（色無地、江戸小紋）、白生地（表地）

宮崎（株） 茨城県結城市 先染反物（結城紬）

（有）内海呉服店

きもの千歳屋
東京都世田谷区 白生地（表地（色無地、訪問着））

長島繊維（株） 栃木県足利市 後染反物（色無地、小紋、付下、訪問着）、後染帯地

（株）しょう美 広島市西区 後染反物（色無地）

（資）治田呉服店 群馬県富岡市 後染反物（色無地）

（株）丸十 大阪府東大阪市 後染反物（小紋）、ニット（靴下）

（株）竹田嘉兵衛商店 名古屋市緑区 胴裏（酵素精練）

（有）樋口屋京染店 埼玉県鴻巣市 白生地（表地用（紋意匠））

大門屋 福井県大野市
白生地（牛首紬）、後染帯地（牛首紬）、ショール（牛

首紬）
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（株）加藤萬 東京都中央区 和装小物（帯揚、半衿）

（株）しゃらく 愛媛県新居浜市 後染反物（小紋）

（資）山中商店 名古屋市中区 後染反物（小紋）

きもの処あだち 大阪府藤井寺市 後染反物（小紋）

西川産業（株） 東京都中央区 寝具寝装品（掛布団）

繭工房華美 宮城県塩竃市 寝衣（長肌着、短肌着）

（株）和想 鳥取県鳥取市 後染反物（小紋）

（株）髙島屋呉服店 島根県益田市 後染反物（小紋）

富岡シルクブランド協議会 群馬県富岡市 ネクタイ、褌、マフラー（手織り）

（株）丸年呉服店 石川県金沢市 後染反物（小紋）

（株）染織館 徳島県徳島市 後染反物（小紋）

（株）京ろまん 奈良県奈良市 後染反物（小紋）、ニット（靴下）

五嶋（株） 東京都文京区 帯締

（株）わふくや 浜松市中区 長襦袢地

（株）布屋呉服店 静岡県富士宮市
胴裏（トルマリン加工）、後染反物（小紋（変一越、紋

意匠））

（有）明石屋 東京都調布市 後染反物（色無地）、後染帯地

宮井（株） 京都市中京区 風呂敷

（株）ナカノ 大分県大分市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、加賀友禅）

（株）芦田呉服店 京都府綾部市 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（株）甲斐絹座 山梨県富士吉田市
ネクタイ、服飾品（スカーフ、ストール、トランクス）、

パジャマ、袱紗

（有）さいとう呉服店 千葉県市川市 後染反物（色無地、付下）

（株）西松屋 兵庫県姫路市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）西尾呉服店 大阪市福島区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

勝山織物（株） 京都市北区 先染帯地（金銀糸が を超えるもの）

（有）石川 群馬県みどり市
後染反物（型友禅、羽二重色無地）、先染反物（ジャガ

ード織）

那覇伝統織物事業協同組合 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地、かりゆしウェア、ショール

（株）ふじや 福岡県朝倉市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

きものおかだ 兵庫県香美町 後染反物（小紋）

（株）ＪＳ 山梨県富士吉田市

寝具寝装品（ふとん、ふとんカバー）、洋装品（スーツ

地、コート地、スカート地、シャツ、ワンピース地）、

服飾品（スカーフ、ストール、ネックカバー、アーム

カバー、レッグカバー）

（株）マルシバ 東京都中央区 裏地（胴裏）、和装小物（袱紗）

（株）みつわ 大阪府大東市 後染反物（小紋）

福絖織物（株） 福岡市西区 先染帯地（本袋男帯、八寸名古屋帯）

（株）大谷屋 新潟市中央区 白生地 表地

（株）東京藤屋

（きものレディ着付け学院）
東京都品川区 白生地 表地

（株）染織こうげい 東京都中央区 白生地 表地
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近江真綿振興会 滋賀県米原市 寝具寝装品（布団、膝かけ）、ショール

（株）にしむら 兵庫県西脇市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（有）きものおおにし 大阪府東大阪市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）コノエ

（そめの近江）
東京都豊島区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））、ニット（靴下）

（株）つたや 大阪府枚方市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）京呉服小糸伸輔の店 熊本市東区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）マエノ 茨城県石岡市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）本きもの松葉 大阪府富田林市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（有）山田呉服店 長野県諏訪市 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）呉服のながいけ 長崎県南島原市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）京呉服平田 福井県福井市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）布四季庵ヨネオリ 山形県米沢市 先染反物（置賜紬）、ストール

奄美島絹推進協議会 鹿児島県龍郷町 先染反物（大島紬）、先染帯地（大島紬）

（株）宮坂製糸所 長野県岡谷市 先染帯地（八寸名古屋帯）

（有）シンセイ 長野県松本市 ニット（腹巻、靴下）

（株）百花 横浜市中区 後染反物（小紋（変一越））

京呉服好一（株） 京都市北区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）パールトーン 京都市右京区 胴裏（パールトーン加工）

きもの専科まさ井 兵庫県三木市 後染反物（小紋（変一越））

マテリアル ローブ 麿 東京都練馬区 後染反物（小紋（変一越））

（株）せんば呉服 兵庫県尼崎市
後染反物（小紋（変一越）、訪問着）、先染反物（絣着

尺）

（株）三越伊勢丹 東京都新宿区
白生地（表地）、帯締、羽織紐、帯締（金銀糸が を

超えるもの）、ジャケット地

青山きもの（株） 東京都港区 白生地（表地）

ニット青木（株） 東京都品川区
ニット（スーツ・パンツ、スーツ・スカート、ジャケ

ット、アンサンブル、インナー）

渡豊工房 山形県山辺町 先染反物（綾御召（男物、女物））、裏地（紬八掛）

（株）リンクピース 福岡市博多区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

きもの宮下（（有）新宮） 宮崎県宮崎市 後染反物（小紋（変一越））

アトリエＩＴＯ 伊藤峯子 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地

遊生染織工房 築城則子 北九州市八幡東区 先染反物

染織家 杉浦晶子 愛知県高浜市 先染反物、先染帯地

（株）夢工芸染の新井 東京都足立区 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）嵯が野 埼玉県川越市 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）カインドウェア 東京都千代田区 ストール、ネクタイ

（株）新田 山形県米沢市 後染反物（ぼかし着尺）

（株）ソーホー 京都市下京区
白生地（紋意匠無地縮緬・紋意匠縮緬）、後染反物（本

加賀訪問着）、先染反物（大島紬）

（株）すずのき 東京都品川区 後染反物（訪問着・色無地）

メーカーズシャツ鎌倉（株） 神奈川県鎌倉市 ニット（肌着）
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表示者登

録番号
企 業 名 所 在 地 主 な 絹 製 品 名

（株）丸本岩崎 北海道函館市 裏地（胴裏絹）

（株）緒方商店

（きもの心おがた）
愛媛県八幡浜市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

富士新幸（株） 山梨県都留市 真綿布団

（有）浅井ローケツ 京都市中央区 後染反物（色無地・藍染）

（有）呉服のうめね 北九州市小倉北区 白生地（変一越）

（株）

（きもの工房一休）
神戸市中央区 白生地（変一越）

森秀織物（株） 群馬県桐生市 先染反物（御召）

（株）龍村美術織物 京都市中京区 先染帯地（本袋帯（金銀糸が を超えるもの））

（株）長沼

（長沼静きもの学院）
東京都渋谷区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）国際商事 東京都板橋区 ショール

窪田織物（株） 鹿児島県鹿児島市 先染反物（大島紬）
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蚕糸絹関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

一般財団法人北海道開拓の村 004-0006 北海道札幌市厚別区厚別町小野幌 50-1 011-898-2692

ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310 

原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1 丁目 1‐16 0238-22-8141 

米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1 丁目 1‐87 0238-23-3525 

夕鶴の里資料館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025‐2 0238-47-5800 

松ヶ岡開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ岡 29 0235-62-3985 

公益財団法人致道（ちどう）博物館 997-0036 山形県鶴岡市家中新町 10‐18 0235-22-1199

酒田市美術館 998-0055 山形県酒田市飯森山三丁目 17‐95 0234-31-0095

かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13‐1 024-565-4889 

結城市伝統工芸館 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018‐1 0296-32-7949 

足利織物伝承館 326-0814 栃木県足利市通 3-2589 0284-22-3004

足利まちなか遊学館 326-0814 栃木県足利市通 1-2673-1 0284-41-8201

足利織姫神社 326-0817 栃木県足利市西宮町 3889 0284-22-0313

那須野が原博物館 329-2752 栃木県那須塩原市三島 5‐1 0287-36-0949 

高崎市歴史民俗資料館 370-0027 群馬県高崎市上滝町 1058 027-352-1261

群馬県立歴史博物館 370-1293 群馬県高崎市綿貫　992‐1（群馬の森公園内） 027-346-5522　

おかいこステーション 370-3401 群馬県高崎市倉渕町権田 5344‐1235 027-340-6060 

群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300 

富岡製糸場 370-2316 群馬県富岡市富岡 1‐1 0274-64-0005

前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875 

織物参考館 “紫（ゆかり）” 376-0034 群馬県桐生市東 4 丁目 2 番 24 号 0277-45-3111 

桐生織物記念館（桐生織物協同組合） 376-0044 群馬県桐生市永楽町 6‐6 0277-43-2510

コノドント館みどり市大間々博物館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123 

たくみの里木織の家「橡（つるばみ）」 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-1308 

片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2 丁目 135 番地 048-522-4316 

ちちぶ銘仙館 368-0032 埼玉県秩父市熊木町 28-1 0494-21-2112

秩父ふるさと館 368-0044 埼玉県秩父市本町 3-1 0494-23-7300

きもの芸術館（一般財団法人国際文化きもの学会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286 

文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3‐22‐7 03-3299-2387 

調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3‐26‐2 0424-81-7656 

東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2‐24‐16 042-388-7163 

絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989‐2 0426-76-4064 

八王子市郷土資料館 192-0902 東京都八王子市上野町 33 042-622-8939 

町田市立博物館 194-0032 東京都町田市本町田 3562 042-726-7531 

羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561 

シルク博物館 231-0023 横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841 

神奈川県立歴史博物館 231-0006 横浜市中区南仲通 5-60 045-201-0926

相模田名民家資料館 229-1124 相模原市田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118 

手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1‐8‐25 0258-83-4800 
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名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話
十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531 

塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227‐1 0257-82-4888 

白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859 

はたや記念館ゆめおーれ勝山 911-0802 福井県勝山市昭和町 1‐7‐40 0779-87-1200

中央市豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619‐1 055-269-3399

須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2 丁目 4 番 1 号臥竜公園内 026-245-0407 

常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1‐10‐3 笠原工業（株）内 0268-22-1230 

信州大学繊維学部資料館 386-8567 長野県上田市常田 3-15-1 信州大学繊維学部内 0268-21-5454

上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3 番 3 号（上田城跡公園内） 0268-22-1274 

上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564‐1 0268-42-2158 

絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800 

長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000 

海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000 

日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196‐1 0263-47-4515 

岡谷蚕糸博物館（シルクファクトおかや） 394-0021 長野県岡谷市郷田 1 丁目 4 番 8 号 0266-23-3489 

駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381 

安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618‐4 0263-83-3835 

美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299‐1 0574-28-1110 

石川繊維資料館 400-0886 愛知県豊橋市東小田原町 109‐1 0532-52-5265 

豊田市稲武郷土資料館ちゅーま 441-2524 愛知県豊田市黒田町南水別 713 0565-82-3439 

豊橋市民俗資料収蔵室 440-0021 愛知県豊橋市多米町滝の谷 34-1-1 0532-63-2026

三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204‐1 059-293-0010 

手おりの里・金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131 

織物文化館 601-1123 京都市左京区静市市原町 265 川島織物セルコン内 075-741-4120 

西陣織会館 602-8216 京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231 

織成館 602-8482 京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020 

千總ギャラリー 604-8166 京都市中京区御倉町 80 番地千總本社ビル 2 階 075-211-2531

絹の白生地資料館 604-8176 京都市中京区龍池町 448‐2 伊と幸ビル 075-254-5884 

まゆ村 616-8384 京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564

グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050 

織元田勇 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 田勇機業（株）内 0772-72-0307 

上垣守国（うえがきもりくに）養蚕記念館 667-0321 兵庫県養父市大屋町蔵垣 246‐2 079-669-1580 

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO） 651-0082 神戸市中央区小野浜町 1-4 078-325-2201

西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8 号 177 番地１ 0894-72-3710 

蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町越知甲 1577 番地 0889-26-1002 

藤村製糸記念館 781-6402 高知県安芸郡奈半利町乙 2630 0887-38-4711
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蚕糸絹関係機関ホームページ一覧
【行　政】

農林水産省 http://www.maff.go.jp
経済産業省 http://www.meti.go.jp

【蚕糸絹業関係団体】
（一財）大日本蚕糸会 http://www.silk.or.jp
（一財）大日本蚕糸会 ジャパンシルクセンター http://www.silk-center.or.jp
（一社）日本絹人繊織物工業会 http://www.kinujinsen.com
（一財）日本真綿協会 http://www.mawata.or.jp
丹後織物工業組合 http://www.tanko.or.jp
西陣織工業組合 http://www.nishijin.or.jp
ＴＡＦＳ（東京織物卸商業組合） http://www.tafs.or.jp
ＫＯＭＳ（京都織物卸商業組合） http://www.fashion-kyoto.or.jp
（公財）京都和装産業振興財団 http://www.wasou.or.jp/wasou/index.html
（一財）伝統的工芸品産業振興協会 http://www5.somard.co.jp
蚕糸・絹業提携グループ全国連絡協議会 http://takaraginu.com

【大学・試験研究機関】
（国研）農業生物資源研究所 http://www.nias.affrc.go.jp
（国）北海道大学応用分子生物学分野応用分子昆虫学研究室 http://www.agr.hokudai.ac.jp/rfoa/abs/abs2-1.html
（国）岩手大学農学部生命資源科学コース応用昆虫研究室 http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/department2/agri/life.html
（国）宇都宮大学農学部昆虫機能利用学研究室

http://shigen.mine.utsunomiya-u.ac.jp/insectbiotechnology/insect_physiology/seiri-research/
（国）東京大学大学院農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻昆虫遺伝研究室

http://papilio.ab.a.u-tokyo.ac.jp/igb/index-J.html
（国）東京農工大学農学部生物生産学科 http://www.tuat.ac.jp/~aaseisan
（国）東京農工大学工学部生命工学科 http://www.tuat.ac.jp/~seimei
（国）名古屋大学農学部 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp
（国）信州大学繊維学部 http://www.tex.shinshu-u.ac.jp
（国）京都工芸繊維大学工芸科学部応用生物学課程 http://www.bio.kit.ac.jp
（国）鳥取大学農学部生物資源環境学科昆虫機能学教育研究分野 http://muses.muses.tottori-u.ac.jp/
（国）山口大学農学部生物資源環境科学科　 http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/bioenvi/research2.html
（国）九州大学大学院生物資源環境科学府蚕学研究室 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/lab/sangaku
群馬県蚕糸技術センター　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.gunma.jp/07/p14710007.html   
群馬県繊維工業試験場　　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.gunma.jp/07/p20210013.html　
京都府織物 ・機械金属振興センター http://www.pref.kyoto.jp/oriki/
（地独）京都市産業技術研究所 http://www.tc-kyoto.or.jp
（公財）衣笠繊維研究所 http://krf-textile.or.jp
（一財）大日本蚕糸会　蚕糸科学研究所 http://www.silk.or.jp/silk_kagaku/index.html
（一財）大日本蚕糸会　蚕業技術研究所 http://www.silk.or.jp/silk_gijyutu/index.html

【学　会】
日本シルク学会 http://jssst.sakura.ne.jp
（一社）日本蚕糸学会 http://jsss.or.jp
日本野蚕学会 http://jswsmo.appspot.com

【博物館】
（一財）ｼﾙｸｾﾝﾀｰ国際貿易観光会館　ｼﾙｸ博物館 http://www.silkmuseum.or.jp
群馬県立日本絹の里 http://www.nippon-kinunosato.or.jp
愛媛県西予市野村シルク博物館 http://www.city.seiyo.ehime.jp/soshiki/silkmuseum
東京農工大学科学博物館 http://www.tuat.ac.jp/~museum
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【博物館】
駒ヶ根シルクミュージアム http://www.cek.ne.jp/~shiruku
織成館（京都・上京） http://orinasukan.skr.jp
高崎市染料植物園 http://www.city.takasaki.gunma.jp/docs/201401140097
群馬県立歴史博物館 http://grekisi.pref.gunma.jp
岡谷蚕糸博物館（シルクファクトおかや） http://silkfact.jp
はたや記念館ゆめおーれ勝山 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/hataya

【富岡製糸場と絹産業遺産群】
富岡製糸場 http://www.tomioka-silk.jp/hp/index.html
群馬県 企画部 世界遺産課 http://worldheritage.pref.gunma.jp/ja
ぐんま絹遺産 http://worldheritage.pref.gunma.jp/kinuisan
上毛新聞社関連記事 http://jomo-news.co.jp/ns/series/silk_index.html
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項目 養蚕業 製糸業 絹業

年次（暦年）

養蚕農家
戸数

収繭量
１戸当
収繭量

生糸
生産量

運転
工場数

稼働率

絹人繊織機
設備台数
（保有台
数）

絹織物
生産量

（平成）

戸 トン ㎏ 千俵 工場 ％ 千台 千㎡

1997　（ 9）

1998  （10）

1999　（11）

2000　（12）

2001　（13）

2002　（14）

2003　（15）

2004　（16）

2005　（17）

2006　（18）

2007  （19）

2008  （20）

2009  （21）

2010  （22）

2011  （23）

2012  （24）

2013  （25）

前年対比(%)

資料 ・平成20年以前の養蚕業及び製糸業は、農林水産省調査によるものである。

　　 ・平成21年以降の養蚕業は、全国農業協同組合連合会及び(一財)大日本蚕糸会調査である。

     ・平成21年以降の製糸業は、中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会調査である。

　　 ・平成20年以前の絹業は経済産業省調査であり、平成21年以降絹業は(一社)日本絹人繊織物工業会調査である。 

       平成18年以降の絹織物生産量は、絹紡織物を含む。

　 　・平成23年以降の養蚕業は（一財）大日本蚕糸会調査である。

（注）製糸業の運転工場数及び稼働率は器械製糸工場の操業状況であるが、平成14年以降はすべての製糸工場のもの

      である。

・Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries (MAFF)  (Sericultural and Silk-Reeling, before

・National Federation of Agricultural Co-operative Associations and The Dainippon Silk Foundation

・Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(Silk-Reeling , after 2009)  

・The Ministry of Economy Trade and Industry (Silk Fabric ,before 2008)  

・Japan Silk ＆ Rayon Weaver's Association (Silk Fabric, after 2009)  

(1)蚕糸絹業の概要
　Outline of Sericultural, Silk-Reeling,and Silk Fabric Industry in Japan

－資料 ･国内－
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(2)養蚕農家数の推移

　　Farm households raising silk-worm

項  目 年　間

年 次

資    料：農林水産省統計情報部調査（～2001年）、全国農業協同組合連合会調査（2002年～2004年）、

          農林水産省生産局調査（2005～2008年）、(一財)大日本蚕糸会調査(2009年～)。

Source  ：The Statistics and Information Department,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2001).

          National Federation of Agricultural Co-operative Associations（2002～2004）.

          The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（2005～2008年）.

          The Dainippon Silk Foundation (2009年～)

対前年比

春　蚕

(単位：戸)
(Unit：number)

初秋蚕 晩秋蚕
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(3)繭生産数量の推移
　　Cocoon Production

項  目

年 次

ｔ ｔ ｔ ｔ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

資    料：農林水産省統計情報部調査（～2001年）、全国農業協同組合連合会調査（2002年～2004年)、

          農林水産省生産局調査（2005～2008年）、（一財)大日本蚕糸会調査(2009年～)。

Source  ：The Statistics and Information Department,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2001).

          National Federation of Agricultural Co-operative Associations（2002～2004）.

          The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（2005～2008年）.

          The Dainippon Silk Foundation (2009年～)

2014年
構成比(%)

初秋蚕 晩秋蚕春　蚕年　間

対前年比

1戸当り収繭量

晩秋蚕春　蚕 初秋蚕年　間

年　計
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(4)蚕期別、都府県別養蚕農家戸数

25年 26年 前年対比 25年 26年
前年対

比
25年 26年

前年対
比

25年 26年 前年対比

青森県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

新潟県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

愛知県

京都府

兵庫県

愛媛県

高知県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

全国計

資料:（一財）大日本蚕糸会調査

　（単位：戸、％）

都府県名
春蚕期 初秋蚕期 晩秋蚕期 年　　間
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(5)蚕期別、都府県別繭生産数量

（単位：kg、％）

青森県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

山梨県

長野県

新潟県

福井県

岐阜県

愛知県

兵庫県

京都府

愛媛県

高知県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

全国計

25年前年対比

春　　蚕　　期 初　　秋　　蚕　　期 晩　　秋　　蚕　　期

資料:(一財)大日本蚕糸会調査

25年 前年対比 前年対比25年 26年 26年
都府県等

年間

26年 前年対比 26年25年
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   (6)蚕品種別蚕種製造数量の推移

　　Production by Sort of Silk-Worm Eggs

箱 割合 箱 割合 箱 割合 箱 割合

錦 秋 号 × 鐘 和 号
錦 秋 × 鐘 和
春 嶺 × 鐘 月

春 嶺 号 × 鐘 月 号

かいりょう × あ け ぼ の

朝 日 × 東 海

山 東 ３ 眠 × Ｃ ・

大 寶 × 黄 金
秋 光 × 竜 白

×
太 平 × 長 安

青 熟 × 支 号
支 号 × 四 川 眠

・ ×

支 号 × 青 熟
山 東 ３ 眠 × Ｃ ・
青 熟 × 中 号
又 昔 × 中 号
芙 蓉 × つ く ば ね

朝 日 × つ く ば ね
改 良 × 黄 繭

山 東 ３ 眠 × Ｃ
中 号 × 又 昔
諸 桂 × 紹 興
鬼 縮 × 中 号

鐘 光 × 黄 玉
秋 花 × 銀 嶺

資    料：（一財）大日本蚕糸会調査。

Source  ：The Dainippon Silk Foundation.

い ろ ど り
白 繭 細 号

小 石 丸

世 紀 二 一

プ ラ チ ナ ボ ー イ

(平成24年)

2013年

(平成25年)

ぐ ん ま ２ ０ ０

新 小 石 丸

白 麗

黄 白

緑 繭 号

松 岡 姫

上 州 絹 星

2014年2011年

(平成23年)

ぐ ん ま 細
ぐ ん ま 黄 金

蚕 技 研 号
改 良 小 石 丸

2012年

(平成26年)

緑 繭 号

極 細 号

玉 小 石

鷹 山

は く ぎ ん

琉 球 多 蚕 繭

白 繭 細 号

合      計

奄 美 黄 金
極 細 号
玉 繭 号
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(7)生糸需給及び絹糸・絹織物の輸出入状況
　Raw Silk Supply / Demand Balance and Import/Export of Silk Yarn and Silk Fabric

国内引渡 期末在庫
数    量 数    量 輸入数量 輸出数量 輸入数量 輸出数量

 年  月

暦 　 年 俵 俵 俵 俵 俵 俵 俵
Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏

―

―

－

－

－

資　　料：(A)(C)(D)(E)農林水産省生産局調査（～2010.3）、中央蚕糸協会及び日本生糸問屋協会（2010.4～2012.3）、中央蚕糸

備    考：1.国内引渡数量(D)=｛前月在庫数量+(A)+(B)｝-｛(C)+(E)｝。

          2.kgを60kg俵に換算しているので、各月の計と合計とが一致しない場合がある。

          of the Agriculture & Livestock Industries Ｃorporation since Jan.1996 until Mar.2008,excluding bonded silk.

Remarks ：1.Domestic deliveries(D)={Stock at end of the previous month+(A)+(B)}-{(C)+(E)}.

     　   2.Monthly volume may not add up the total volume due to round off.

          協会（2012.12～）。(B)財務省関税局調査、ただし96年1月から08年3月までの輸入は、農畜産業振興機構調査の実需       

          者輸入分と一般者輸入分を合わせた数値。(F)(G)(H)(I)財務省関税局調査。

Source  ：(A)(C)(D)(E)The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（～2010.3）、

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11)、  Central Raw Silk Association 

          (2012.12～).

          3.(D)と(E)は2012年11月までと同年１２月以降調査方法が変更したため連続性はない。

輸入数量 輸出数量
項  目

絹     織    物絹         糸生      糸      Raw Silk

生産数量
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(8)生糸の繊度別生産数量の推移

　　Raw Silk Production by Sizes

項  目

 年  月 18デニール以下

暦　　年

― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会(2010.4～)。

備    考：kgを60kg俵に換算しているので、各月の計と合計とが一致しない場合がある。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and 

          Fisheries(～2010.3). Central Raw Silk Association (2010.4～).

Remarks ：Monthly volume may not add up the total volume due to round off.

　　　(単位：60kg俵)
　　　(Unit：Bales of 60kg)

計 21デニール 27デニール 31デニール その他

生          糸
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(9)絹需給の推移（生糸量換算試算）
　Silk Supply and Demand Balance (Raw Silk Value Estimation)

項目
期末

内　需 在庫

暦年 計
生　糸 絹　糸 織 物 二　次

計 ③
生　糸 絹　糸 織　物 二　次

②-③ ④

― 

― 

― 

対前年比

資    料：蚕糸業需給・価格動向隔月報・繊維統計月報・日本貿易月報

注）2013年から期末在庫を45千俵とする。

Source  ："Silk balance and price situation monthly","Trade Statistics"

期初
在庫

供給計　Supply Total　①

輸 出　Export

需要計　Demand Total　②=①-④

輸　入　Import
生　産

(単位：千俵)
(Unit：1,000Bales of 60kg)

― ― ― 
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(10)品目別・二次製品輸入数量（生糸量換算試算）

        暦年
前年比％ 構成比％

男子用外衣類 

女子用外衣類 

うちブラウス

男子用下着・寝具衣料 
Men's underwear・ bedding cloth

女子用下着・寝具衣料
Women's underwear・ bedding cloth

ハンカチ 

ショール、スカーフ類 

ネクタイ類 

　　メリヤス、クロセス編物 

　　その他の洋装類 

　　洋　装　類　計   

　　和　装　類　計 

資料　：　財務省「日本貿易月報」
注）　：　ラウンドにより合計が一致しないことがある。
Source:The Custums Bureau,Ministry of Finance “Trade Statistics”

うち絹製の帯小物等

　　そ　の　他 

合　　　計

（単位：千俵）

項目

布

は

く

製
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(11)製糸工場の原料繭需給

(単位：生繭.ｔ)

(Unit：Ton by fresh weight)

項  目

 年  月

暦　　年

―

―

―

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。

          中央蚕糸協会(2012.12～)。

備    考：1.本表は上繭及び玉屑繭の合計である。

          2.受入数量=本月末在庫数量+消費数量-前月末在庫数量。

　　　　　3.2015年9月の消費数量は焼失分29tを含む。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11).

          Central Raw Silk Association (2012.12～).

Remarks ：1.This table includes reelable,doupion and waste cocoons.

受入数量 消費数量 期末在庫数量

総          計



シルクレポート  2016.3 61

(12)製糸工場の操業状況

　　Activities of  Reeling Mills

項  目 運転工場数 運 転 率 操業日数 従業者数

 年  月

暦　　年

―

中央蚕糸協会及び（一財）大日本蚕糸会(2012.12～)。

備    考：1.設備数中の運転可能及び運転台数は毎月の算術平均である。

          2.運転率は運転可能台数に対する運転台数の比率である。

          3.従業者数は期末現在の在籍従業員数である。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～).

Remarks ：1.The number of operable and operating reeling machines is arithmetic means of monthly figures.

          Central Raw Silk Association(2012.12～)

設   備   数(台)

運転可能 運    転

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。
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(13)生糸在庫数量の内訳
　　Breakdown of Raw Silk Stocks

項  目
総   計

生糸市場 生糸市場外 生糸輸出 受   入 引   渡
 年  月 売買業者 売買業者 入業者 数   量 数   量

暦　　年

― 

― 
― 
― 

―

―

―

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。中央蚕糸協会(2012.12～)

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11).

          Central Raw Silk Association (2012.12～).

(単位：60㎏俵)
(Unit：Bales of 60㎏)

一      般     在      庫
農畜産業振興機構

計 製糸工場 在庫数量
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単位 平成26年 平成25年 平成24年 平成23年 平成22年 平成21年 27年/26年

（12月）
（累計）

(％）

生糸・玉糸計
俵

絹糸
俵

野蚕糸
俵

繭
㎏

く ず 繭
㎏

その他の絹
く ず

㎏

絹のくず計
㎏

絹紡糸

㎏

絹紡紬糸

㎏

絹織物
㎡

資料：財務省関税局
備考：絹ノイルと真綿の統計は、平成21年1月より廃止された。

(14)蚕糸関係品目別輸入状況

平成27年(2015)
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（15）生糸の原産国別輸入数量

暦　年

資    料 ：財務省関税局調査

備    考 ：1. kgを60kg俵単位に換算してあるので、国別の計と合計が一致しない場合がある。

           2. （　）書きは、玉糸の輸入数量で内数である。

Source   ： The Customs Bureau,Ministry of Finance. 

Remarks  ：1. Country volume may not add up the total volume due to round off.

計 中国 ブラジル

年　　月

           (単位：60ｋｇ俵）
           (Unit：Bales  of  60kg）

国　　名
タイ その他べトナム
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(16) 絹糸の原産国別輸入数量 
　　Silk Yarn Imports

年月 計 韓　国 中　国 ベトナム イタリア アメリカ ブラジル その他

暦　　年

― 
― ― 
― ― 
― ― 
― ― 
― ― 

― ― 

― 

― ― ― ― ― 
― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 

― ― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 

― ― ― ― ― 
― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― 
― ― ― ― 

― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― ― 

― ― 

― ― ― 

資    料：財務省関税局調査。

備    考：kgを60kg俵単位に換算してあるので、国別の計と合計が一致しない場合がある。

Source  ：The Customs Bureau,Ministry of Finance.

Remarks ：Country volume may not add up the total volume due to round off.

　　(単位：60kg俵)
　(Unit：Bales of 60kg)

国名

Year＆Month
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(17)生糸・絹糸の主要輸入国からの輸入数量と単価

単位：俵,円/Ｋｇ

項  目

年　月
俵 単価 俵 単価 俵 単価 俵 単価 俵 単価

暦　　年

資　料 ：財務省調査。通関統計による、単価はＣＩＦ価格である。

中国 ブラジル 中国 ブラジル ベトナム

輸入生糸（通関ベース） 輸入絹糸（通関ベース）
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(18)絹織物生産数量

総   数 その他の

先　練 先　練 後練(後染)

年 月 計 羽二重類 クレープ類 (先染) 計 ちりめん類 (先染)

暦　　年

―

―

資    料：（一社）日本絹人繊織物工業会。

備    考：1.絹紡と交織を含む。単位以下四捨五入。

　　　　　2.2009年から調査対象が変更された。

Source  ：Japan Silk ＆ Rayon Weaver’s Association.

Remarks ：Spun and mixed fabrics included .

(単位：1,000㎡)
(Unit：1,000sq.meters)

品   種 絹・絹紡織物  Silk and Spun Silk Fabrics 

広 巾 織 物  Double Width 小 巾 織 物  Single Width
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(19)丹後・長浜・西陣の絹織物生産数量

　　Production of Silk Fabrics in Tango ，Nagahama and Nishijin

項  目

数　量 前年(月)比 生産数量 前年(月)比 生産数量 前年(月)比 推定出荷数量 前年(月)比

年　月

（千㎡） （反） （反）

（1,000㎡） （Roll） （Roll） (本)

暦　　年

―

―

―

資    料：絹織物生産数量は(一社)日本絹人繊織物工業会調査。主要3産地の生産量、出荷数量は各産地組合の発表による。

備    考：1.2006年1月以降の西陣の帯生産数量には、帯裏地等を含む。

　　　　　2.2009年から調査対象が変更された。

Source  ：Japan Silk ＆Rayon Weaver’s Association and Japan Raw Silk Dealer's Association.

Remarks ：Since Jan.2006, sash linings are included in sash production.

（白生地） （帯）

（White Fabrics） （White Fabrics） （Sash）

絹織物生産数量 丹　後　Tango 長　浜　Nagahama 西　陣　Nishijin

（白生地）
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(20)全国全世帯被服類品目別消費支出状況

項目

年月

▲ 2.0 ▲ 1.0 ▲ 7.8 ▲ 2.6 ▲ 0.9

▲ 1.7

▲ 0.3 ▲ 3.2 ▲ 13.3 ▲ 3.5 ▲ 4.7 ▲ 2.7

▲ 1.7 ▲ 4.2 ▲ 12.7 ▲ 5.5 ▲ 5.0 ▲ 3.1

▲ 0.5 ▲ 4.1 ▲ 6.1 ▲ 3.5 ▲ 4.7 ▲ 2.6

▲ 2.5 ▲ 1.0 ▲ 4.2

▲ 8.9 ▲ 1.2

▲ 28.3 ▲ 2.0

▲ 1.3 ▲ 5.2 ▲ 27.0 ▲ 3.6 ▲ 5.1 ▲ 9.4

▲ 6.4 ▲ 89.8 ▲ 6.0 ▲ 3.3 ▲ 1.4

▲ 49.2

▲ 7.3 ▲ 3.2

▲ 7.1

▲ 1.9

▲ 0.1 ▲ 3.3

▲ 0.4 ▲ 18.8 ▲ 4.8

▲ 0.5 ▲ 81.4

▲ 3.2 ▲ 3.6

▲ 7.6

▲ 0.5 ▲ 82.8

▲ 2.4

▲ 0.9

▲ 0.6 ▲ 8.0 ▲ 43.3 ▲ 11.8 ▲ 9.9 ▲ 9.9

▲ 0.7 ▲ 3.9 ▲ 41.0 ▲ 5.0 ▲ 1.5 ▲ 0.2

▲ 3.9 ▲ 2.1 ▲ 3.8 ▲ 1.5 ▲ 0.8

▲ 23.2 ▲ 5.0

▲ 2.0 ▲ 5.2 ▲ 10.6 ▲ 6.5 ▲ 3.1

▲ 0.9 ▲ 2.1 ▲ 0.3

▲ 1.9 ▲ 0.0 ▲ 7.1 ▲ 7.5

▲ 0.7 ▲ 4.0 ▲ 10.2 ▲ 9.3 ▲ 1.0

▲ 5.7

▲ 0.6 ▲ 56.1

▲ 2.4 ▲ 12.6 ▲ 70.3 ▲ 7.8 ▲ 18.7

▲ 0.4 ▲ 8.3

▲ 8.1 ▲ 11.8 ▲ 38.1 ▲ 8.0 ▲ 7.6 ▲ 30.5

▲ 0.5

▲ 57.6 ▲ 0.5

▲ 1.5 ▲ 11.6 ▲ 51.9 ▲ 12.8 ▲ 1.3 ▲ 16.6

▲ 59.1 ▲ 1.5 ▲ 7.0

▲ 3.3 ▲ 20.8 ▲ 6.9 ▲ 4.1 ▲ 0.4

▲ 0.3 ▲ 3.3 ▲ 0.5

▲ 2.1 ▲ 4.3 ▲ 19.0 ▲ 3.6 ▲ 4.3 ▲ 4.3

▲ 2.5 ▲ 12.2 ▲ 14.1 ▲ 16.6 ▲ 12.4

▲ 4.2 ▲ 15.3 ▲ 73.2 ▲ 13.9 ▲ 14.0 ▲ 20.3

Remarks:Clothing＆footwear includes japanese clothing ,clothing ,shirts＆sweaters and other items.

消費支出総額 被服及び履物
Clothing＆footwear

和服　Japanese
洋服　Clothing

シャツ・セーター
Shirts ＆sweaters

下着類　Underwear

前年比(円)前年比(円)

Year＆

暦年Calendar

前年比 前年比(円) 前年比 (円) 前年比 (円) (円)

資料:総務省統計局「家計調査報告」。２人以上で構成される8,000世帯を集計。

備考：「被服及び履物」は右に並ぶ内訳４項目以外の費目も含む。年数値は月平均。
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2005年 2006年 2007年

トン トン トン
日本

中国

インド

ベトナム

ブラジル

タイ

ウズベキスタン

イラン

トルコ

インドネシア

ブルガリア

ギリシャ

フィリピン

シリア

主要国の計

2008年 2009年 2010年

トン トン トン

日本

中国

インド

ベトナム

ブラジル

タイ

ウズベキスタン

イラン

トルコ

インドネシア

ブルガリア

ギリシャ

フィリピン

シリア

主要国の計

注1  日本は農林水産省生産局、中国は中国絲綢(シルク)協会、インドはインド繊維省中央蚕糸局(CSB)

     、ブラジルはブラジル製糸協会 (ABRASSEDA)の統計値をそれぞれ使用、それ以外の国は国際養蚕

     委員会 (ISC)の統計値を使用した。

注2   シェアの大きいベトナムは、2005年以降を不明年の前年と同数量の数値とした。

(1)世界主要国の家蚕繭生産数量

区    分

区   分

－資料 ･海外－
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トン 俵 トン 俵 トン 俵

日本

中国

インド

ベトナム

ブラジル

タイ

ウズベキスタン

イラン

トルコ

インドネシア

ブルガリア

ギリシャ

フィリピン

シリア

主要国の計

トン 俵 トン 俵 トン 俵

日本

中国

インド

ベトナム

ブラジル

タイ

ウズベキスタン

イラン

トルコ

インドネシア

ブルガリア

ギリシャ

フィリピン

シリア

主要国の計

注1  日本は農林水産省生産局、中国は中国絲綢(シルク)協会、インドはインド繊維省中央蚕糸局(CSB)
      、ブラジルはブラジル製糸協会 (ABRASSEDA)の統計値をそれぞれ使用、それ以外の国は国際養蚕
      委員会(ISC)の統計値を使用した。
注2  シェアの大きいベトナムは、2005年以降を不明年の前年と同数量の数値とした。

2012年区   分 2013年 2014年

(2)世界主要国の家蚕生糸生産数量

区   分 2009年 2010年 2011年
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(3)中国省別家蚕繭生産数量・生糸生産数量

区分

対前年比 対前年比

山 西

河 北

江 蘇

浙 江

安 徽

江 西

山 東

河 南

湖 北

湖 南

広 東

広 西

重 慶

四 川

貴 州

雲 南

陝 西

甘 粛

寧 夏

新 彊

内 蒙 古

合 計

資料：中国絲綢協会資料による

注　：合計はラウンドの関係で一致していない。

省

家蚕繭生産量

(トン、％）(MT, %)

生糸生産量

(トン、％）(MT, %)

Domesticated Cocoon Production,Raw Silk Production, and Number of Filatures in China
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(4)中国省別家蚕繭生産数量の推移 

(単位：万トン)(Unit: 10,000ton)

地域 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
前年比

北 京

天 津

河 北

山 西

内 蒙 古

遼 寧

吉 林

黒 龍 江

上 海

江 蘇

浙 江

安 徽

福 建

江 西

山 東

河 南

湖 北

湖 南

広 東

広 西

海 南

重 慶

四 川

貴 州

雲 南

チベット

陝 西

甘 粛

青 海

寧 夏

新 彊

合 計

資料：2003年までは中国国家統計局「中国統計年鑑」、2004年以降は中国絲綢協会資料による。

      合計はラウンドの関係で一致していない。
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区分 商品名称 規格

乾繭(dried cocoon) ～ ～

玉繭(double cocoon) ～ ～

キビソ(frison) (自動機)automatic reel ～ ～

ビス(bisu) ～ ～

生糸(raw silk) 21d、工場検査 ～ ～

生糸(raw silk) 21d、検験局検査 ～ ～

生糸(raw silk) 42d、工場検査 ～ ～

玉糸（doupion silk) ～ ～

土糸(native silk) ～ ～

区分 商品名称 規格

羽二重(habutae) 45吋(inch)10匁(mom) ～ ～

羽二重(habutae) 45吋(inch)8匁(mom) ～ ～

シャンタン(shantung) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) ～ ～

注:１元=19円

区分 商品名称 規格

乾繭(dried cocoon) ～ ～

玉繭(double cocoon) ～ ～

キビソ(frison) (自動機)automatic reel ～ ～

ビス(bisu) ～ ～

生糸(raw silk) 21d、工場検査 ～ ～

生糸(raw silk) 21d、検験局検査 ～ ～

生糸(raw silk) 42d、工場検査 ～ ～

玉糸（doupion silk) ～ ～

土糸(native silk) ～ ～

区分 商品名称 規格

羽二重(habutae) 45吋(inch)10匁(mom) ～ ～

羽二重(habutae) 45吋(inch)8匁(mom) ～ ～

シャンタン(shantung) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) ～ ～

注:１元=18円
資料:中国繭絲綢交易市場(浙江省、嘉興)発表

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

2016年1月　平均 (month average)

価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)

（5）中国繭絲綢交易市場における各種シルク現物価格

2015年12月　平均 (month average)
価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)



シルクレポート  2016.3 75

全体
国有企業

集団企業 その他企業

全体
国有企業

集団企業 その他企業

1995年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

資料: 中国統計年鑑(2015)

(6)中国企業別従業員年間賃金総額及び対前年指数

年次

賃金総額（億元） 対前年指数
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全体Total
国有企業 集団企業 その他企業

全体Total
国有企業 集団企業 その他企業

全体Total
国有企業 集団企業 その他企業

1995年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

中国統計年鑑2015 Source:China Statistical Yearbook 2015

(7)中国企業別従業員年間平均賃金及びその対前年指数

年次  Year

年平均賃金（元）
対 前 年 指 数　Indices(preceding year=100)

名　目　賃　金Average Wage 実　質　賃　金Average Real  Wage
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(単位:元)(yuan)

産 業 別 Sector 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

農、林、牧、漁業

採掘業Mining

製造業Manufacturing

電力、ガス、水道業

建築業Construction

交通、運輸、倉庫、郵便業

情報通信コンピュターサービス

卸売、小売業

ホテル、飲食業             Hotels

金融業Financial Intermediation

不動産業Real Estate

賃貸、リース業

科学研究、技術サービス業
Scientific Research,Ｔｅｃhｎｉｃａｌ

水利、環境管理業

家庭サービス業

教育Education

衛生、社会保障、社会福祉業

文化、スポーツ、娯楽業

公共機関、社会団体

合    計Total

(出所)中国統計年鑑2015

上記を円(Yen)換算

産業別   Sector 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

製造業 Manufactur

合     計 Ｔｏｔａｌ

年別人民元yuan／円yenレート

(8)中国産業別従業員年平均賃金の推移
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年平均賃金(単位：
元）(yuan)

円換算（円） 対全国平均比（％）

北 京

天 津

河 北

山 西

内 蒙 古

遼 寧

吉 林

黒 龍 江

上 海

江 蘇

浙 江

安 徽

福 建

江 西

山 東

河 南

湖 北

湖 南

広 東

広 西

海 南

重 慶

四 川

貴 州

雲 南

西 蔵

陝 西

甘 粛

青 海

寧 夏

新 彊

全 国 平 均

（注）１元＝19円   Note:1yuan=19yen

(9)中国省別従業員年平均賃金(2014年)

省（区）別 Region

（出所）中国統計年鑑2015    Source: China Statistical Yearbook 2015



シルクレポート  2016.3 79

(10)ブラジルの繭・生糸生産数量の推移

シルク年度

（9～8月）

繭生産量

（トン）(Ton)

暦年
生糸生産量

（㎏）

生糸生産量

（俵換算）

資料：ブラタク製糸株式会社　　　　

　 注：（）内は対前年比

〔 〕内の見込みは2015年4月現在
Source: Fiação de Seda Brtac S.A

〔見込み〕
〔Estimate〕

〔見込み〕
〔Estimate〕
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